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凡例

1. 遺構番号は発掘調査時には、遺構種別ではなく調査地区ごとの通し番号を付与した。遺物の注記、図

面・写真への記録はこれによ った。しかし、本書では遺構別に通し番号を新たに付与し直したこの遺

構番号については、第 1章に新旧番号の対照表を掲載したので参照していただきたい。

2. 本書の挿図において使用した地図は以下の通りである。いずれも一部改変・合成して使用している。

図1 国土地理院発行 1/25,000地形図 「小林」「佐倉」「白井」「習志野」 （平成12年発行）

図2 大成建設株式会社発行 1/40,000 Y. K, プロジェク ト 空中写真測量図 （昭和63年発行）

3. 本書の挿固において、方位の表示のないものについては、公共座標に基づく座標北を上としている。

4. 本書の遺構実測図における用例は以下のとお りである。

(1)図中及び本文中における方位は、公共座標に基づく座標北を示している。

(2)縮尺率は原則として以下のとお りとするが、これ以外のものについては、図中に示したスケールを

参照されたい。

住居跡 1/80 掘立柱建物 1/80 方形周溝墓 1/100 士坑 1/50 溝 1/50 炉穴 1/50 

(3)住居跡平面図に使用 した一点鎖線は、床の硬化範囲を示している。

(4)遺構実測図で使用 した破線は、推定復元線を示している。

(5)遺構実測中のスクリ ーント ーンの表示は原則として以下のと おりであるが、個々については実測図

火床 寵 焼土 粘土

一
貝

脇に表示した凡例を参照されたい。

(6)寵のある住居跡にあっては、長軸と短軸の距離及び方位は、各コーナーから対角線に線を引いた上

で住居の中心を出し、その中心の壁間での計測値を出した。また、主軸は煙道にて計測した。

5. 本書の遺物実測医における用例は以下のとおりである。

(1)縮尺率は原則として以下のとおりであるが、個々については図脇に示したスケールを参照されたい。

土器実測図 1/4 土器拓影図 1/3 士製品 1/3 石器・石製品 1/2 1/3 1/4 

鉄器・鉄製品 1/4 銅製品 1/2 支 脚 1/4 

須恵器

-
釉薬 磨耗痕 赤彩

一
黒色処理 ・煤 ・繊維土器

(2)遺物実測図中のスクリーント ーンの表示は以下のとお りである。

(3)墨書 ・朱書は以下のスクリ ーント ーンで表現した。墨書 ・朱書は不明瞭な部分が多いため、明瞭な

部分はベタ塗りで、不明瞭な部分は20%のト ーンをかけて処理した。さらに文字の輪郭がはっきり し

ている部分は縁取 りを行った。なお、推定復元部分は破線で示した。

里事
字 自 墨書 （不明瞭部分） 朱書 朱書 （不明瞭部分）

一 一























第 1章上谷遺跡II地区の概要

図1 上谷遺跡位買図 (1/50,000) 

上谷遺跡の発掘調査は （仮称）八千代カルチャータウン開発事業関連区域内における埋蔵文化財発掘

調査の一環として、平成4年4月より開始された。例言に記したとおり本報告書は「（仮称）八千代カル

チャータウン開発事業関連埋蔵文化財発掘調査報告書」の 4冊目にあたる。事業全体にわたる経緯の詳

細などについては、既刊の「栗谷遺跡ー第 1分冊」を参照していただくこととして、ここでは上谷遺跡II

地区の調査経緯について触れておきたい。

上谷遺跡II地区の発掘調査は、平成 7年7月より平成 8年2月にかけて第 2・3次確認調査を行い、

その確認調査の成果を得て本調査を実施した。そして当該地区の本調査は、第3次本調査（平成 9年4

月から平成10年3月）、第4次本調査（平成10年4月より平成11年3月）として実施した。このそれぞ

れの本調査の一部が該当している。調査面積の合計は約50,312m2であった。

調査区は公共座標系に沿ってグリッドを設定した。100m方眼で大グリッドとし、その中を10m方眼

の中グリッド、そして中グリッドを Sm方眼に区画し、小グリッドとして設定し発掘調査を行った。調

査は表土層を重機による除去を行い、ソフトローム上面を遺構確認面とした。写真撮影などの記録を取

りながら、遺構覆土の除去と遺構の精査を行った。撮影にはブロ ーニー判モノクロフ ィルム を基本とし

ながら、 35mmモノクロフィルムおよび35mmカラーリバーサルフ ィルムを使用した。測量方法は、遺物に

ついては光波測距儀による測量を、遺構については航空測量を基本に行い、それぞれが補完することと

した。
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A- -A' 

A- 2埜巴A'

口 一
1層暗褐色土

0 1m 
I I I I I I I 
1:50 

図97 Flll 

Flll 

遺 構 K7-78-3gにて検出。長軸1.94mX短

軸0.84mX深さ0.17m、方位はN-74°-Wを示してい

る。平面形は、二辺が長い二等辺三角形である。火

床はほぽ坑底中央に 1ヵ所検出されたが、赤化迄に

は至らず、赤味を帯びる程度であった。覆士は撹乱

が多く捉えにくいものであり、暗褐色土のみを把握

した。遺物は貝殻条痕文片が3片出土したが、撹乱

のためか士師器の混入も認められた。

所 見 平面形や覆土等から、単独の炉穴と

判断した。また、坑底の状況から、使用期間は短い

と考えられるものである。

@ 

o 1m 
I 11 11 I I 
1:50 

B― 

A
1
 

八
CJ)':: 

］層暗褐色土
2層褐色土
3層暗褐色土
4層暗褐色土
5層暗褐色土

6層褐色土
7層暗褐色土
8層暗褐色土
9層褐色上
10層赤褐色士

図98 F112 

F112 

遺 構 17-31-1・2gにて検出した。平面形等から最低3基の炉穴の重複である。

火床 aの坑は、長軸(0.71)mX短軸(0.71)mX深さ0.26m、方位はN-64°-Eを示す。ハードロームの坑底

に、火床を検出した。 bは、長軸0.78mX短軸0.60mX深さ0.30m、方位はN-63°-Eを示している。北壁

の一部も強く焼けた状態で火床が検出されている。火床 cは、長軸2.83mX短軸は不明x深さO.llmで、
方位はN-27°-Eを示す。北壁寄りに浅いピットを掘り込み火床としている。

覆土は、褐色土と賠褐色士を主体として、掘り返したような堆積もあり、やや複雑であった。
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3
 

10cm 

遺 物

図99 F112 (2) 

遺物出士の傾向は火床bの上層に集中しており、火床 a・Cには少なかった。掲載した

土器片はいずれもF112b出土のものであり、貝殻条痕文を施文するものである。 1は緩い波状口縁の土

器で、外面は縦に、内面は横を主体として施文する。 2は外面は斜位に施文するが、内面は無文で

ある。 3~5は胴部片である。 3は隆帯を横に貼付している。 5は尖底部付近であり、 6は尖底部であ

る。いずれも縦方向に施文している。 7は底部を欠損しているが、推定口径34.0cm、遺存高32.0cm、器

厚は1.0cm内外となる。厚さが一定しない土器である。口縁はやや外反し、内外面とも口縁部は横の、胴

部は縦を基本として不定方向に施文するものである。

所 見 検出した火床の新旧関係は覆土等より、火床 a~b~cの順に新しくなると捉えられた。

しかし本遺構は重複した炉穴であり 3ヵ所の火床であったが、この他に火床は失われているものの、平

面形や覆土の堆積状態からさらに数基の炉穴の存在が想定できる遺構であった。
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10層暗褐色土

11層灰褐色土

12層灰褐色土
13層 灰褐色土
14層明褐色土

15層灰褐色土
16層褐色土

17層灰褐色土

18層褐色土
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Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -x-xー ロクロ成形
口縁片

墨書内体
21 皿

外体部ー静止ヘラケズリ
褐

「口」

士師器 -x-x- 墨書外体
22 

ロクロ成形
褐 口縁片

「口」皿

土師器 -x-x- 墨書外体
23 

ロクロ成形
褐 口縁片

皿 「口」

土師器 -x-x- 墨書外体
24 褐 口縁片
皿 ロクロ成形 「口」

土師器 -x-xー ロクロ成形 1/5 墨書外体正位
25 

外体部下端一回転ヘラケズリ
褐

皿 口縁片 「竹」

26 
土師器 -x-xー ロクロ成形

褐 口縁片
墨書外体

外体部下端一回転ヘラケズリ 「圃」均

土師器 -x-x- 墨書外体正位
27 
杯 ロクロ成形

褐 口縁片
「腫」

土師器 -x-x- 墨書外体
28 
杯 ロクロ成形

褐 口縁片
「口」

土師器 -x-x- 墨書外体
29 
杯

褐 口縁片
ロクロ成形 「口」

土師器 -x-x- 墨書外体横位
30 
杯 ロクロ成形

褐 体部片
「得」

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

31 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 体部片 「口」

内体部一密なヘラミガキ 内黒

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外底
32 
杯
外体部ーヘラケズリ 褐 底部片

「口」
底部ー静止ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明

土師器 -x-xー ロクロ成形
体部片

墨書外体
33 

外体部下端一回転ヘラケズリ
褐

杯 「D」

土師器
-X5.40X(l.50) ロクロ成形 褐 雲母多 墨書外体

34 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 暗褐

白色
底部

「口」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬

土師器
-X7.10X(2.30) ロクロ成形

褐 墨書外体
35 外体部下端一回転ヘラケズリ 雲母多 底部
杯
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

硬 「口」

士師器 -x-x- 墨書外体
36 
杯 ロクロ成形

褐 口縁片
「口」

土師器 -x-x- 墨書外体
37 
杯 ロクロ成形

褐 体部片
「口」

土師器
-x-xー ロクロ成形

線刻内底
38 外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 底部片
杯
底部一回転ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明

「口」
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図181 A095 

1:4 

K7-45-4g、K7-46-3gにて検出した。

構 長軸3.15mX短軸2.98mX壁高0.31m、主軸方位はN-62°-Wを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床は平坦でよく踏み固められているが、北側にやや傾斜するものである。硬化面は住居跡全体に広

がるが、壁際はやや軟弱である。床面には出入り口施設のピットを南東壁際中央に検出したが、柱穴は

確認できなかった。また、掘り込みのしっかりした周溝は、寵下まで全周する。寵はやや小規模な寵で

あり、袖を挟るように内壁が焼土化しているが、火床はわずかに焼けている程度であった。煙道部

検出地区

遺
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表23 A095遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径X底径x器高 色調

胎上 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

士師器
12.5 X 8.00 X 4.30 ロクロ成形 褐～ 雲母石

1 底部一回転ヘラ切り後中央をわずかに切り放しを残し一定方向静止 暗赤褐 英長石 完形
均
ヘラケズリ 底部から丸く立ち上がる 下端調整ケズリなし 褐硬 白色

士師器
12.3X8.10X4.00 ロクロ成形

橙 雲母

2 底部一回転ヘラ切り起こし 未調整 石英 完形
杯
体部下端ー調整ケズリなし

硬 白色多

土師器
12.3X7.60X4.00 ロクロ成形

橙褐 雲母石

3 外体部下端ー静止ヘラケズリ調整 英長石 略完形
杯
底部一回転ヘラ切り後静止ヘラケズリ

硬 白色

土師器
13.8X7.50X4.60 ロクロ成形 やや 雲母 赤味がかった褐

4 外体部下端一回転ヘラケズリ調整粗いミガキ 内体部ースス付着 赤褐 4/5 
杯
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬 白色 灯明皿？

土師器 (12.0) X (7.80) X 3.90 ロクロ成形 橙 雲母石

5 英長石 1/2 
杯 底部一回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ 硬 白色多

土師器 12.4 X 8.20 X 4.30 ロクロ成形 黒色 雲母 内黒

6 高台付 外体部一粗いヘラミガキ 内体部ー密なヘラミガキ
硬 長石

略完形 高台部きれいに

杯 底部一回転ヘラ切り 高台部ー接合時回転ナデ
刺落

士師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体正位
7 
杯 外体部下端ーヘラケズリ

褐 雲母： 口縁片
「口」

須恵器
-X 16.2 X (12.8) 

橙褐 胴部～
8 胴外部ータタキメ 胴下端ーヨコヘラケズリ 小石多
甑
内部ーヨコヘラケズリ 輪積痕有り 底部一多孔(5個）

硬 底部

， 石器 上底3.60X下底5.20X高さ1.90 軸孔0.7 55.lg 完形
紡錘車 黒色の付着物有り 石材一凝灰岩又は安山岩

石 8.70 X 5.50 X 3.20 169.7g 
10 用途

緑泥片岩？
片

不明

鉄器

11 不明 (3.70) X 0.90-0.70 X 3.50-5.00 4.20g 片

（刀子）

にも若干、焼土化したものが認められた。覆土は、壁際から黒褐色土を一気に投入した人為堆積であり、

その後、再度、掘り込まれたものと捉えられた。再度の掘り込み後は、自然堆積にまかせたような状況

であった。

遺物 出土遺物は、住居跡としては少なかった。また、覆土中層～上層が出士層の主体となっ

ていた。 2は床より 10cm程浮いた状態で、 3に覆い被さるように出土していた。しかし出土状況は寵か

ら落ちたような状態であり、本住居跡に伴うものと捉えた。また、本住居跡から層状に剥離しやすい砂

岩片が出土している。砥石とも考えられず、用途不明の石器として報告した。

所 見 本住居跡も、住居廃絶後に一気に埋め戻された遺構である。その後、しばらくして再度

掘り返されたものである。今まで報告したように上谷II地区には、住居廃絶後、一気に埋戻した人為堆

積の例と、人為的あるいは自然堆積後に再度掘り返す例がみられる。本住居跡もその一例として、捉え

ておきたい。
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表24 A096遺物観察表 （単位cm)

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
16.6X7.80X5.10 ロクロ成形 外体部下端一回転ヘラケズ') 外 黒～ 雲母

1 
杯
体部全体に粗いヘラミガキ 内体部一密なヘラミガキ 底部一回転糸 橙褐 石英 略完形 内黒

切り 回転ヘラケズリ後全体に粗いヘラミガキ 黒硬 白色

土師器
(12.6) X 7 .80 X 4.10 ロクロ成形

褐 墨書外体正位
2 
杯
外体部下半一回転ヘラケズリ

硬
雲母 1/2 

「得」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

3 
石器 上底推定2.50X下底推定4.40X高さ残存2.50 軸孔0.70-0.80

紡錘車 黒色の付着物有り
1/2 

21.8g 

4 
鉄器
(4.30) X 2.90 X 0.20 片

不明
9.8g 
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A096 

検出地区

遺構

K7-58-2・4gにて検出した。

長軸3.24mX短軸2.97mX壁高0.37m、主軸方位はN-34°-Wを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床はソフトローム中にハードロームブロックが混じったような床であり、全体として軟弱であった。

柱穴は検出できず、出入口施設のピットが南壁際中央に検出したのみである。周溝は寵左側から南東壁

の中央部にかけて巡り、また、南東コーナーあたりから南西壁中央までに分かれて掘り込まれている。

寵は火床部が、床面とほぽ同じ高さであった。遺存状態はよく、天井部も一部確認できた。また、鼈左

袖は一段下がって、 L字形に台状に突出していた。袖の内壁はよく赤化しており、使用期間の長さも窺

えた。覆土は、黒色土の堆積後、黒褐色土が自然堆積したものであった。

住居中央の床面にD086の焼土化範囲が確認できた。火床は強い火熱を被ったもので、良好な火床とな

っていた。覆土から中世以降の新たに掘り込まれたものと捉えられたが、坑底の存在は不明瞭でやや凹

んでいる程度であった。

遺 物 住居跡の中央を後世のD086によって壊されているため、遺物出土状態も影響を被ってい

た。全体的に鼈方向からの流れ込みのような印象を受ける遺物の出土状況であり、遺物は床面及び下層

よりも、覆土中層～上層の出土が多い。 2は「得」の墨書土器である。

所 見 本住居跡は床面がやや凹凸のあるものであるが、全体としては平坦なものとして捉える

ことができた。遺物も床直上層のものが少なく、所属時期の決定に資料を欠く遺構である。寵ピットは

鼈内の手前に位置し、火床はそのピットからずれて煙道部の手前の平坦面に存在する、 II地区では例外

的なものであった。

A097 

検出地区

遺構

K7-67-3・4g、K7-68-l・3gにわたって検出した。

長軸4.13mX短軸3.77mX壁高0.52m、主軸方位はN-45°-Wを示す。平面形はやや歪んだ隅

丸方形である。床は寵前から出入口にかけてハードロームの地床で、壁際はソフトロームとハードロー

ムが混じり合う床となっている。しかし全体としてはよく踏み固められており、住居跡中央に硬化面を

残している。主柱穴はPl・2・4・6で、 P5・7は壁柱穴と思われる。主柱穴のピット覆土から、

柱は引き抜かれた住居跡であった。 P3は出入口施設のピットである。周溝は寵袖下まで全周する。寵

のピットの坑底は凹凸が激しいが、明らかな掘り込みにはならず床面と差のないものであった。壁は上

面が崩れて斜めに立ち上がっており、住居廃絶後の時間的な経過が窺われた。袖の内壁はよく焼土化し

ており、火床もよく赤化していた。覆土は、下層は黒褐色土、中層～上層は黒色土主体の自然堆積であ

る。

遺物 住居廃絶後、自然堆積によって埋没した住居跡であるが、廃絶時に本住居跡に伴う器形

を窺う遺物はほとんどなかった。覆土下層の出土は少なく、上層に遺物がレンズ状に廃棄されたような

住居跡である。

所 見 床面及び直上層からの器形を窺える遺物の出土がなく、本住居跡に係る詳細な時期決定

の資料を欠くものである。遺物出土の垂直分布を見る限り、覆土上層のレンズ状の堆積と同じように出

土しており、しかも遺物も覆土上層内において接合しており、図示した遺物は一括して廃棄したように

窺えるものである。
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表25 A097遺物観察表 （単位cm)

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 11.1 X6.80X4.10 ロクロ成形 褐 雲母・

1 
杯 底部一回転糸切り後未調整 硬

白色多 略完形
石英

土師器 (12.6) X 8.40 X 3.80 ロクロ成形
硬

雲母
1/2 
墨書外体

2 
杯 底部一回転ヘラ切り後中央部静止ヘラケズリ 白色 「O」

土師器
(11.0) X (7 .40) X 4.40 ロクロ成形 暗褐 雲母 墨書外体横位

3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐

白色
1/3 

「得」
底部一回転ヘラケズリ 2/3位欠けているため切り離し不明 硬

土師器 (11.8) X -X 4.70 台部径7.60 ロクロ成形 明褐
4 高台付

底部一切り離し不明 裔台部ーナデ 硬
雲母 1/2 

杯

土師器
14.0 X 9.30 X 4.50 ロクロ成形

黒褐 赤色 線刻外底
5 
杯
外体部下端ー静止ヘラケズリ

硬 白色
略完形

「X」
底部一多方向からの静止ヘラケズリのため切り離し不明

須恵器
(12.0)X8.00X4.10 ロクロ成形

雲母 ヘラ書外底
6 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬

白色多
1/2 

「X」
底部ー全面回転ヘラケズリ 一部欠損のため切り離し不明

土師器
-X(7.00)Xー ロクロ成形 小破片のため実測せず

黒 1/6 内底面ヘラ痕あ
7 
杯
底部ー内底面ヘラ当て 手持ヘラケズリ

黒褐
赤色

底部 るが実測不要
内外共に丁寧なミガキ 全面手持ヘラケズリ調整痕

8 
土師器 -X7.30X(l.70) ロクロ成形 褐

雲母 底部
甕 底部ー静止ヘラケズリ 剥離が多いため不明 （くすみ）

土師器
ロクロ成形 雲母・， 内底面ー回転調整 煮沸に使用痕 褐 石英多 口縁片

甕
外面胴部ーヘラナデ 内面ーヘラケズリ後ミガキ 赤色

土師器 -X-X- 墨書外体横位
10 

ロクロ成形
褐 口縁片

「竹野J杯

土師器 -x-xー ロクロ成形
褐 口縁片

墨書外体正位
11 
杯 外体部下端ーヘラケズリ 「得」

土師器 -x-x- ロクロ成形
口縁片

墨書外体
12 
杯 外体部下端ーヘラケズリ

褐
「口」

土師器 -x-x- 墨書外体
13 
杯 ロクロ成形

褐 口緑片
「閥」

土師器
-X (6.40) X (3.30) ロクロ成形

橙褐 1/6 墨書外体正位
14 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
雲母多

底部 「閥」
底部一回転糸切り後周縁回転ヘラケズリ

土師器 -x-x- ロクロ成形
底部片

線刻内底
15 
杯 底部一回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ

褐
「図」

須恵器
底部片

ヘラ書外底
16 -x-x- 褐 「口」杯

鉄器
17 
不明
(7 .60) X 0.50 X厚み0.40-0.50 6.6g 片

鉄器
18 
不明
(5.50) X 0.50 X厚み0.30 4.4g 片
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Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調
器形 成形・調整等の特徴 焼成

胎士 遺存 備考

土師器
12.0X7.80X4.20 ロクロ成形 褐～

1 外体部下端一回転ヘラケズリ
雲母 墨書外体横位

杯
黒褐 完形

底部ー全面回転ヘラケズリのため切り離し不明 褐硬 白色 「得」

土師器
12.4 X 7.40 X 4.30 ロクロ成形

2 外体部下端一回転ヘラケズリ
暗褐 雲母

杯
底部ー全面回転ヘラケズリのため切り離し不明

硬 白色多
略完形

（単位cm)
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Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
(12.0)X7.00X3.60 ロクロ成形

褐 雲母・ 墨書外体横位
3 外体部下端一回転ヘラケズリ 1/4 
杯
底部一回転糸切り後周縁回転ヘラケズリ

硬 白色多 「得」

土師器
16.9X7.20X4.60 ロクロ成形 外体部下端一回転ヘラケズリ 粗

褐 雲母石

4 いヘラミガキ 内部ー密なヘラミガキ 底部一回転糸切り後回転ヘラ 英赤色 1/2 内黒
杯
ケズリ その後全体に粗いヘラケズリ

硬 白色多

須恵器
13.4 X 7 .80 X 4.60 ロクロ成形

黒色 長石 ヘラ書外底
5 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬 白色
1/2 

「X」
底部一回転ヘラケズリのため切り離し不明

須恵器
03.0) X 8.20X4.10 ロクロ成形

黒色 長石 ヘラ書外底
6 
杯
外体邪下端一回転ヘラケズリ

硬 白色
1/3 

「図」
底部一回転ヘラケズリ 中央部欠損のため切り離し不明

土師器 -X-X- 墨書外体
7 口縁片
杯 ロクロ成形 「O」

土師器
-X5.60X(7.90) 

胴部～
8 外面ーヘラケズリ 暗黄褐 砂粒
小型甕

内体部ーヨコナデ
底部

土師器
21.0X -X(22.4) 最大径21.8 外面 口縁～胴上半ーヨコナデ

暗黄褐 雲母 口縁～
9 
甕
胴中位～下半ータテヘラミガキ 内面 口縁～頸部ーヨコナデ胴

普 砂粒 胴部
部ーヘラケズリ ロ縁一垂直に立ち上がる

10 
鉄器

穂摘具？
9.60X 14.0-16.0X0.20 11.5g 略完形

鉄器
11 
穂摘具？

(7.80)X 1.70-2.00X0.20 14.2g 1/2 

A098 

検出地区 K7-67-4g、K7-77-2gにて検出した。

遺 構 長軸3.46mX短軸3.40mX壁高0.39m、主軸方位はN-44°-Wを示す。平面形は長軸と短軸の

差のない隅丸方形である。床は凹凸のある部分もあるが全体的に平坦であり、住居中央から出入口にか

けて硬化面を残している。床面にピットを 6基検出したが、主柱穴は不明である。 P3は出入口施設に

伴うピットである。周溝は北以外の各コーナーで途切れ、断続的に巡っている。南西壁下の溝は、他の

3本に比べ浅い溝となっていた。壁は、ほぼ垂直に立ち上がっている。寵の火床は経ピットの凹みに位

置し、坑底は不明瞭である。火床ば焼けた痕跡を認める程度であった。住居跡中央から南コーナーにか

けて、覆土最下層から床面に炭化粒が少量混入した焼士が堆積していた。覆士は、床面から焼土を覆う

ように、暗褐色土が一気に埋戻されていた。

遺 物 遺物の出士状況は、暗褐色土の投入と同じように廃棄されたものが主体であった。 2は

焼土の分布範囲及び層内からの出土であり、本住居跡に伴うものと捉えられた。 8は床面より 10cm程高

く、横倒しの状態で出土している。 9はまた、本住居跡からは「得」と記された墨書士器が出土してい

る。

所見 竪穴住居の廃絶後、不用材を焼却し、一気に暗褐色土を投入して埋戻した住居跡である。

この人為的な埋戻しは暗褐色士を一気に投入しており、覆土の分層もできないものであった。廃絶竪穴

住居の凹みを残さずに埋戻し、平坦面をつくろうとする意識を窺わせる覆士の堆積状況である。
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A099 
図185 A099 

1層黒色土
2層黒色土
3層黒色土
4層黒褐色土
5層黒褐色土
6層黒褐色土

（以下KB土説）

7層暗褐色土
8層暗褐色土
9層灰褐色土
10層褐色土
11層赤褐色土
12層褐色土
13層灰白色土
14層褐色土
15層褐色土＋黒褐色土

検出位置 K7-88-2・4g、K7-89-lgにわたって検出した。

遺 構 長軸3.62mX短軸3.51mX壁高0.48m、主軸方位はN-46°-Eを示す。平面形は隅丸方形であ

る。寵の造替えが行われており、床面は硬化面と軟弱部分がはっきりと分かれるものであった。柱穴は

検出されず、出入口施設のピットが新寵KAにはp1、旧寵KBにはP2として検出されたのみである。

周溝は旧寵では全周せず、新鼈で寵脇まで巡らせたものであった。覆土は、黒褐色土と黒色土の自然堆

積であった。

遺 物 籠周辺の床面を中心として多く出土しているが、土師器甕の出土が多かった。

所見 寵を再構築した住居であるが建替えや拡張は認められず、 KBのピットは埋戻して床としていた。
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表26 A099遺物観察表

Nu 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.0 X 6.60 X 3.20 ロクロ成形

赤褐 雲母
1 外体部下端一回転ヘラケズリ 長石 完形
杯
底部一回転糸切り後静止ヘラケズリ

硬 白色多

土師器 12.6 X 8.40 X 3.90 ロクロ成形 橙 雲班
略完形2 

杯 底部一回転ヘラ切り 調整はなし 下端の調整ケズリ目なし 硬 白色多

土師器
(13.8)X7.60X5.10 ロクロ成形 回転ヘラケズリ調整

褐 雲母 黒色研磨（内黒）
3 外体部下端一回転ヘラケズリ 粗いヘラミガキ 内体部一密なヘラミ 赤色 略完形 だが2次火熱を
杯
ガキ 底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明

黒褐 白色 被り黒色が消失

須恵器
13.6 X 7.50 X 4.20 ロクロ成形

灰 石英長
4 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
石砂粒 1/2 

底部一回転ヘラケズリ 全面静止ヘラケズリのため切り離し不明 白色多

須恵器
13.4X8.80X3.60 ロクロ成形

暗灰 雲母
5 
杯
外体部下端ー回転ヘラケズリ

硬 白色多
1/2 

底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

6 
土師器

褐
雲母
胴部片

墨書外面-x-x-
甕 白色 「口J

上師器
10.6X5.50X 10.4 最大径11.0

暗橙褐
7 外面 口縁～胴部ーナデ胴下端ーヨコヘラケズリ 砂粒多 略完形
小型甕

内面 口縁～胴上半ーナデ胴下半ーヘラミガキ
普

士師器
20.4X推定8.80X31.4 最大径24.6 砂粒．

墨書外面
8 
甕
外面 口縁～胴上半ーヨコナデ胴下半ーヘラケズリ後タテヘラミガ 暗褐 石英・ 略完形

「下／口口J
キ内面 ヨコナデ底部一木葉痕 雲母多

土師器
19.6 X (8.50) X 32.9 

淡褐 雲母石 墨書外面， 
甕
外面胴部下半ー横位のヘラケズリ 胴下半ーヘラミガキ

普
英長石 略完形 「|」記号？

内面横位のヘラナデ底郭ー木葉痕 白色 意味不明

土師器
22.6X -X(27.8) 

暗橙褐 砂粒・ 口縁～
10 
甕
外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ータテヘラミガキ

普 小石多 胴部内面 口縁部ーヨコナデ胴上半ーヘラケズリ 胴下半ーナデ

土師器
21.7 X 8.00 X 34.3 最大径26.5 外面 口縁～胴上半ーヨコナデ

明橙褐
11 
甕
胴下半ーヘラケズリ後タテヘラミガキ 内面 口縁部ーヨコナデ胴

普
砂粒多 略完形

部ーヘラケズリ後ナデ底部一木葉痕

須恵器
-X 15.0 X 02.5) 

胴部～
12 
甕
外面 タタキ 下端ーヨコヘラケズリ 灰 砂粒多

底部
内面 ヨコヘラケズリ 輪積痕有

石器
上底3.80X下底4.40X高さ2.10

13 軸孔0.80 57.4g 完形
紡錘車

凝灰岩

鉄器
(4.90) X 0.70 X 0.20 片14 

刀子
4.0g 

（単位cm)
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AlOO 

検出地区

遺構

K7-85-2・4g、K7-86-1・3gにわたって検出した。

長軸3.91mX短軸3.71mX壁高0.47m、主軸方位はN-68°-Wを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床は寵前から出入口までハードロームの地床で硬化面として残り、壁側はハードロームとソフトロ

ームが混合したような軟弱な床である。床面にピットは 7基検出されたが、主柱穴は不明であった。 P

4は出入口施設のピットと捉えられた。周溝は、掘り込みは深く全周する。寵左側に撹乱が入り遺存は

悪いが、右袖はしつかりと構築されていた。火床の赤化は、使用期間の長さを窺わせるものであった。

また、左袖は基礎部が痕跡として残るだけであった。覆土は、暗褐色土6・7層の自然堆積後に掘り返

され、火の使用を伴っだ焼土混合層が覆上中層を構成していた。

遺 物 遺物出土状態を水平分布からみると住居跡中央部分が多く、垂直分布からは全体的な出土で

あった。しかし完形土器や接合可能土器は、覆土中層からのものが多かった。 25の温石は床面に置かれ

た状態で出土していた。
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所 見 南西壁周溝の内側のP3~7にかけて溝が残り、それと対応するようにP6が若干住居

ヘ内向することから、竪穴住居内に古い小規模な住居がありその建替えかとも考えられた。しかし調査で

はこの点について明確にはしえなかったため、単独の竪穴住居跡と判断した。遺物としては、床面から温

石が出土したが、上谷遺跡ではもう 1例の出土をみており、温石の類例も少なく出土したことを報告す

るにとどめる。

また、本住居跡は住居の廃絶後に自然堆積により埋没後、再度掘り返されていた。 4層には焼土が混

合した褐色土が堆積しており、直接・間接を問わず火の使用を伴う利用がなされたと考えられる。そし

て人為的な 4層の投入後に、自然堆積によって竪穴住居が埋没したものであると捉えた。
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表27 AlOO遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
(14.4) X 6.10 X 2.60 ロクロ成形

褐 雲母長

1 外体部下端ーナデ 内体部一粗いミガキ
明褐

石砂粒 1/2 
皿
底部一回転糸切り未調整 白色

2 土師器
9.00X6.20X3.00 ロクロ成形 褐～ 雲母
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 赤褐

白色
1/2 内黒

（小型）杯
底部一回転ヘラ切り 黒硬

土師器
11.5X7.50X4.40 ロクロ成形 黒褐～ 雲母

3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐 長石 略完形

底部一回転ヘラケズリのため切り離し不明 橙褐硬 白色

土師器
12.7X8.80X3.70 ロクロ成形

橙褐 雲母石
4 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬 英長石 略完形

底部一回転ヘラ切り 未調整 砂白多

土師器
12.1 X7.30X4.20 ロクロ成形

赤褐
5 外体部下端一回転ヘラケズリ 雲母多 略完形
杯
底部ー全面回転ヘラケズリのため切り離し不明

硬

土師器 12.2 X 8.00 X 3.40 ロクロ成形 橙 雲母石

6 
杯 底部一回転ヘラ切りにナデが入る 硬

英長石 完形 胎土白色多

砂粒

土師器 12.4 X 8.20 X 3.70 ロクロ成形
黒褐～ 雲母 線刻外体

7 
杯 底部一回転ヘラ切り

橙褐 石英 略完形
「口」硬 白色

土師器
11.8X7.70X3.80 ロクロ成形 褐 雲母多 墨書外体正位

8 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐

石英
1/2 

「竹野」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬

土師器 (13.0) X (8.50) X 3.80 ロクロ成形 暗橙褐 雲母 黒書外体横位， 
杯 底部一回転ヘラ切り 硬

石英 1/3 
屑『野」白色

土師器 (12.4) X (9.00) X 4.30 ロクロ成形
暗褐 雲母 墨書外体

10 
杯 底部一回転ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明

橙褐 砂粒 1/3 
「口」硬 白色

士師器
(12.8) X (8.00) X 3.90 ロクロ成形 暗赤褐 雲母 ヘラ書外底

11 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 石英 1/2 「x」

底部一回転ヘラ切り後静止ヘラケズリ 硬 白色 外体ー赤彩

土師器
17.1X8.00X5.70 ロクロ成形

暗褐～ 雲母・
12 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー粗いヘラミガキ

赤褐 白色多
略完形

底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

土師器 12.4X -X4.60 ロクロ成形 台部径8.40
褐 長石 墨書外体横位

13 高台付 付高台杯部底ー回転ヘラ調整後高台接合のため、回転ナデ
雲母

4/5 「万」

杯 外体部・内体部とも密なヘラミガキ 底部一回転ヘラ切り
黒色 内黒

須恵器 (12.4) X (7.00) X4.10 ロクロ成形 暗灰 長石
1/2 14 

杯 底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬 白色多

須恵器
(12.8)X7.10X4.10 ロクロ成形

暗灰 長石

15 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
砂粒 1/2 

底邪一回転ヘラ切り、静止ヘラケズリ 白色多

土師器
(15.8) X -X 10.8 ロクロ成形 台部径9.80

褐 長石

16 
高杯
外体部一密なヘラミガキ 内体部ー粗いヘラミガキ

硬
雲母 略完形 内黒

底部ーナデにより切り離し不明 白色

土師器 -X 8.00 X (8.40) ロクロ成形 明橙褐 砂粒 胴部～
17 
小型甕 外体部下端ーヨコヘラケズリ 普 赤色 底部
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No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -X8.00X(10.8) ロクロ成形 明赤褐
砂粒
胴部～

18 
小型甕 外面下半ーナナメのヘラケズリ 普 底部

土師器
23.6 X 13.6 X 21.9 最大径23.4 輪積

19 
甕
外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ータテヘラケズリ、ヨコヘラケズ 暗褐 砂粒 1/3 

リ 内而胴部ーナデ、ヨコヘラケズリ 底部一糸切り

土師器
20.8 X -X (23.3) 最大径26.0

口縁部 口縁部内面に
20 
甕
外而 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ーヨコヘラケズリ後タテヘラミガ 暗黄褐 砂粒多

～胴部 スス付着
キ内面ヨコナデ

須恵器 37.4 X 20.0 X 24.0 灰 雲母
21 
甕 タタキメはヨコ 内面ーヘラナデ 軟 砂粒

1/2 

土師器 -x-x- 硬 墨書外体
22 
杯 外体部下端ーヘラケズリ

白色 口縁片
「口」褐

上師器 -x-x- 墨書外体
23 
杯 ロクロ成形

褐 白色 口縁片
「口」

土師器 -x-x- ヘラ書外底
24 
杯 底部一回転ヘラ切り後静止ヘラケズリ

褐 白色 底部片
「図」

石器
11.8X9.70X4.70 1180g 

25 よく研磨され角は面取りされる 完形 蛇紋岩
温石
下面から側面にかけて劣化した部分が認められる

26 
石器

軽石
2.90X2.40 完形 砥石？

27 
石器

砥石
8.80X4.00 片

28 
石器

砥石
6.30X2.50 片

29 
鉄器

刀子
(12.8) X 0.90-0.40 X 0.25-0.3 16.8g 片

鉄器 サビ及びバラバ

30 
釘
(3.50) X 0.80 X - 1.9g 片 ラのため断面取

れず
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検出地区 K7-96-1・3・4gにて検出した。

遺 構 長軸3.42mX短軸3.33mX壁高0.17m、主軸方位はN-55°-Eを示す。平面形は長軸、短軸の

差のない隅丸方形であり、掘り込みの浅い竪穴住居跡である。床は寵から出入口にかけてハードローム

の地床で硬化面を残し、壁際はソフトロームを主体とした床であった。柱穴は検出されず、出入口施設

のピットが南西壁中央下に検出されている。周溝は寵壁のみ巡っていない。寵ピットの坑底はハードロ

ームの上部にあり、煙道部にはテラス状に段差が残されている。鼈袖の内壁は赤化していた。床面から

は黒褐色土に混じるように多量の焼土が確認された。炭化粒も多く含むが、炭化材と呼べるものは検出

できなかった。覆土は色調の違いで捉えたが、掘り込みが浅いため人為堆積か自然堆積かは明瞭にでき

なかった。

遺物 壺周辺および寵北東部からの、遺物出土が多い住居跡である。 2は床よりやや浮いて出

土しているが、ほぼ床面からの出土といえるもので、倒置の状態で出士している。鼈内から出土した支

脚は正置の状態で出士したが、支脚との間に若干の土が入るものの、支脚直下には粘士が貼付されるよ

うに検出されている。

所 見 本住居跡の床面から散在して検出された黒褐色土は、多量の焼土を含み炭化粒が混入す

るが、これについては住居廃絶時の不用材の焼却として捉えた。掘り込みが浅く、 2層が消火土砂の堆

積かは捉えられなかったが、不用材の焼却となると人為堆積として把握することが必要かも知れない。

また、周溝が寵を構築する壁に検出されなかったことは、上谷遺跡II地区では異例の竪穴住居跡となる。
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表28 AlOl遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
14.0 X 6.30 X 2.50 ロクロ成形

橙褐 雲母多 線刻内体
1 外休部下端一回転ヘラケズリ 内体部一密なミガキ

硬
石英 完形

「加」皿
底部一回転糸切り後静止ヘラケズリ 白色

土師器
16.9X9.00X5.40 ロクロ成形 暗褐～ 雲母 大きく歪んでい

2 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐

白色
1/2 

底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 暗褐硬 る

土師器
15.6 X -X (13.6) 輪積

1/2 
3 

寧写
外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ータテヘラケズリ 暗赤褐 砂粒 口縁～

内面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ後ヨコナデ 胴部

士師器
-X9.20X(4.80) 

4 
甕
外而ヘラケズリ 内而 ヘラケズリ、回転ナデ 暗赤褐 砂粒多 底部

底部一回転糸切り 内・外面一部スス付着

土師器 -x-x- 墨書外体正位
5 褐 体部片
杯 ロクロ成形 「生」

士製品
上部径5.90X5.40 1320g 

指頭痕による成
6 
支脚
下部径10.1X7.80 外而指頭痕 淡褐 砂粒多 完形

形
最大長17.0

7 
鉄器
(6.40) X 0.40 X 0.50 3.9g 

釘
片

8 
鉄器
(6.80) X 0.50-0.30 X 0.30-0.25 

釘
4.0g 片

A102a・b 

検出地区 K7-64-4g、K7-65-3g、K7-74-lg、K7-75-lgにわたって検出した。 2軒が重複した、規模

のやや大きな竪穴住居跡である。

遺 構 A102aは、長軸5.62mX短軸5.57mX壁高0.83m、主軸方位はN-75°-Eを示す。平面形は長軸

と短軸の差のない隅丸方形である。竪穴住居跡としては規模はやや大きく、掘り込みも深く、寵を再構

築する住居跡である。床は全体的には平坦であるが若干の凹凸があり、特に各裔の右側は高まりをもつ

床面となる。硬化面はほぽ住居全体に及ぶが、柱穴外側にやや軟弱な面が認められた。寵は、旧寵KB

と再構築された新鼈KAの2基を検出した。 KAは寵ピットから煙道部に立ち上がる袖下がテラス状にな

っており、袖の内壁はよく赤化していた。また、旧寵KBはKAの構築に伴い壊されており、 KAの周溝

がKBの粘士を切っていることが確認できた。煙道部の両脇の立ち上がりでは、ハードロームの上部

でテラス状に段を有していた。床面にピットは10基検出されたが、主柱穴はKA・KBとも Pl~P4

であり、拡張して使用している。出入口施設に伴うピットはKAはp6であり、 KBはp7であった。

主柱穴の覆上から、住居廃絶時に柱は引抜かれていたことが捉えられた。周溝は幅0.20~0.30mと広く、

KA付近で0.15m程に狭くなっている。鼈袖下まで溝を掘り込み全固している。住居跡中央に炉のような

浅いピットが検出されているが、住居廃絶後の燃焼行為の結果ではないと覆土から捉えられ、本住居跡

に伴う炉状のピットであった。ピット覆土は、焼土を混入した褐色土が1~ 5 cmの厚さで堆積してい

た。貼床を刺がしたような凹凸のあるハードローム面を坑底として、火床範囲と捉えたものも赤味を帯

びる程度であった。調査では、本ピットに係るような付帯遺構は検出できなかった。覆土は基本的には

自然堆積であり、色調や包含物により分層した。 1~4層、 16層は旧寵KBの構築層であり、本住居跡に

伴うものは 5~15層、 17層であった。
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A102bは、推定長軸6.08mX推定短軸5.37mX壁高0.08m、主軸方位はN-15°-Wを示す。平面形は隅丸

方形である。 A102aに比べて極めて掘り込みの浅い住居跡であるが、明瞭な床面は認められなかった。

柱穴乃至出人口施設のピットと想定させるものを検出しているが、掘り込みが浅く明確には捉えられな

かった。覆土は18層の暗褐色士のみ捉えられた。

物 A102aの出上遺物は極めて多く破片数は3,000点を越えるものであったが、 A102bの遺

物の出土は少なかった。 3,000点を超える遺物点数のため、全体的な平面及び垂直分布状況も、全域から

出土しているものとなっている。しかし掲載した遺物は床面出土よりも覆土中層の遺物が多く、自然堆

積によって住居跡が埋没する過程で、遺物の廃棄が行われていたことを示している。特に黒書土器の出

遺

土が多く、 87点に及んでいる。記された文字は「得」が最も多く、 31点が出士している。また、「万」

「大万」「仁」等も出土しており、 II地区の特徴的な文字の両者を出士する竪穴住居跡である。この他に

は鉄器の出土も多く、鉄鏃3点、刀子3点、紡錘車2点等の12点を数える。紡錘車は石製も出土してい

た。輔の羽口片も出土しており、本住居跡ではその明瞭な形跡は認められなかったが、上谷遺跡におけ

る小鍛治生産を想定できる資料といえよう。

見 2軒の竪穴住居跡が重複するものであるが、 A102bの覆士をA102aが掘り込んでおり、

A102aが新しい遺構と捉えられた。

A102aは竪穴住居跡としてもやや規模が大きく、また、掘り込みも極めて深い遺構である。寵は再構

築を行っており、主柱穴の位置も柱穴を拡張して若干移動しているものであった。

A102bは、現状からみた推定規模は大きくなるが、掘り込みが浅く、床面も捉えきれなかった遺構で

ある。 A102aとの重複関係や規模等から竪穴住居跡としたが、竪穴状遺構と捉えた方がよいかも知れない。

所
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表29 A102遺物観察表 （単位cm)

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

士師器
17.0 X(6.00)X2.00 ロクロ成形 褐 雲母多

1 外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐 赤色 1/4 
皿
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬 白色

土師器
14.8 X 6.00 X 1.50 ロクロ成形 橙褐 雲母多

2 外体部下端一回転ヘラケズリ 褐～橙
白色

1/6 
皿
底部ー全面静止ヘラケズリのため切り離し不明 褐硬

土師器
15.0 X6.60X2.00 ロクロ成形

淡褐 長石赤 墨書内底
3 
皿
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ーナデ底部内面ースス痕

硬
色黒色 1/2 

「区互」
底部一回転ヘラケズリ 全面ケズリのため切り離し不明 白色

土師器
11.4 X 5.40 X 3.90 ロクロ成形

褐 雲母多
4 外体部下端一回転ヘラケズリ 石英砂 略完形
杯
底部一回転糸切り調整なし

硬 粒白色

士師器
12.3X7.00X4.60 ロクロ成形 暗褐～ 雲母多

5 外体部下端一回転ヘラケズリ 赤褐 略完形
杯
底部一回転ヘラケズリ 磨滅（？）のため切り離し不明 硬 白色

土師器
11.5X6.50X3.70 ロクロ成形 明褐～

6 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐 雲母多 略完形

底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬

土師器
(ll.4)X6.80X4.00 ロクロ成形 橙褐 墨書外体正位

7 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 雲母多 1/2 

「得」
底部ー全面回転ヘラケズリのため切り離し不明 硬

士師器
12.6X6.50X4.20 ロクロ成形

褐 雲母多 墨書外体横位
8 外体部下端一回転ヘラケズリ 石英 略完形 「仁」
杯
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

硬 白色 外底「仁」

土師器
13.0 X6.60X4.40 ロクロ成形

橙褐 雲丹多 墨書外体， 
坪
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
石英 略完形

「口」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 白色

士師器
12.0X7.20X4.00 ロクロ成形

褐 雲母多 墨書外体正位
10 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 外面に赤彩（？）

硬
長石砂 略完形 「得」

底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 線刻は不明瞭 粒白色 線刻外底「図」

土師器
(11.4) X (6.40) X 4.20 ロクロ成形

明褐 雲母多 墨書外体正位
11 
杯
外体綿下端一回転ヘラケズリ

硬 白色
1/4 

「得」
底部一回転糸切り後静止ヘラケズリ

土師器
-X6.60Xく2.40> ロクロ成形 明褐 雲母多 1/2 墨書外体正位

12 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 底部一回転糸切り後静止ヘラケズリ 褐

白色 底部 「閥」
内外面ともに器面の磨滅が激しい 硬
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No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.2X5.80X4.30 ロクロ成形

雲母多 ヘラ書外体
13 
杯

外体音〖下端一回転ヘラケズリ 橙
白色
略完形

「Ill」
底部ー全面回転ヘラケズリのため切り離し不明

土師器 (16.6)X -X6.10 ロクロ成形 台部径7.60
橙褐

雲母多

14 高台付 外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ
硬

赤色 1/2 

杯 底部一切り離し不明 高台部ーナデ 白色

土師器
15.6 X 6.80 X 5.20 ロクロ成形 □縁黒味 黒色研磨 淡褐 黒色 墨書外体正位

15 
杯
外体部ー密なヘラミガキ 内体部一密なヘラミガキ 回転ヘラ起こし やや

白色
略完形 「王か生か主」

底部一回転ヘラケズリ 全面ケズリのため切り離し不明 不良 内黒

上師器
15.6 X 8.00 X 4.40 ロクロ成形 口縁黒色 黒色研磨 雲母

16 外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部一密なヘラミガキ
褐

赤色 略完形
内黒

杯
底部ー全面ヘラケズリのため切り離し不明

硬 白色
外面赤彩

土師器
(15.2) X 6.40X 5.00 ロクロ成形 口縁部下黒味黒色研磨

賠褐 赤色
17 
坪
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬 白色
1/3 内黒

内体部ー密なヘラミガキ 底部ー全面ケズリのため切り離し不明

士師器
(15.2)X8.20X5.10 ロクロ成形 褐 雲母

18 
杯
外体部下端一匝転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ後極粗いヘラ 黒 赤色 1/5 内黒

ミガキ 底部一匝転糸切り、回転ヘラケズリ 硬 白色

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

19 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 白色 体部片 「口」
内体部一密なヘラミガキ

内黒

土師器
(14.4)X6.60X4.90 ロクロ成形 暗褐～ 雲母 墨書外体倒位

20 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部一密なヘラミガキ 褐黒

白色多
1/2 「得」

底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬 内黒

士師器
(14.6)X7.40X4.70 ロクロ成形 明褐 雲母白 墨書外体

21 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 黒 色多石 1/3 「口」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬 英赤色 内黒

土師器
(14.9) X (7 .20) X 4.40 ロクロ成形 褐 雲母多 墨書外体正位

22 
坑
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 黒 赤色 1/4 「甕」
底部一回転ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明 硬 白色 内黒

上師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

23 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 白色 口縁片 「口」
内体部一密なヘラミガキ

内黒

須恵器
(13.8) X7.40X 3.80 ロクロ成形 雲母石 朱書外底

24 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 英砂粒 1/6 

「得」
底部ー静止ヘラケズリのため切り離し不明 白色

須恵器
13.4 X7.20 X 4.10 ロクロ成形

灰 雲母 ヘラ書外底
25 
杯
外体部下端ー静止ヘラケズリ 石英 略完形

「-」
底部一平底

硬 白色

須恵器
-X16.4X(15.3) 輪積

灰 胴～
26 
甕
外面胴部ータタキ 下端ーヘラケズリ

普
粗砂多

底部
内面ヘラケズリ 器面の剥離著しい底部一平底

-x-x-
暗褐 雲母 線刻外面須恵器

27 
甕
外面縦位平行タタキ 胴部片

「口J
内而ナデ

硬 石英

須恵器
-X 15.0 X (14.2) 輪積 外面胴部ータタキ下端ーヘラケズリ

暗赤褐 1/2 

28 
甑
内面ヘラケズリ 輪積痕、指頭圧痕有り 孔 5個

硬
砂粒多 胴～

中央部円形透し孔を挟んで対象に木の葉形の透し孔4個 底部

29 
石器
l.90X l.90X厚さ0.90 完形

紡錘車

石器
扁平な一面に溝

30 3.90X3.30X厚さ1.90 5.4g 略完形 状の浅い挟りを
軽石 有す
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No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土製品 現存高(4.80) 羽口
31 
輔 内面高温のため灰色化 部分

鉄器 (4.80)X0.90X0.15 12.3g 
略完形32 

鏃 (5.95) X 3.50 X 3.00 

33 
鉄器
15.85 X 1.00-0.30 X0.30-0.50 16.lg 略完形

鏃

34 
鉄器
(7.80) X 2.45-0.40X 0.40-0.45 19.Sg 片鏃

鉄器 (8.90) X 1.45 X0.30 18.7g 
片35 

刀子 1.75-0.95 X0.35-0.15 

36 
鉄器

刀子
(3.60)X l.lOX0.25 4.7g 片

37 
鉄器
(2.70) X0.85 X0.15 2.6g 片刀子

38 
鉄器
(4.80) X 5.70 X 0.60 39.4g 略完形 軸部一音〖残紡錘車

39 
鉄器
4.00X3.90X0.20 12.2g 略完形

紡錘車

鉄器
(4.60) X 0.30 X 0.30 片

腐食がひどく
40 17.7g 

断面取れず不明

鉄器
(3.85) X 2.40 X 0.40 片 鉄斧片？41 

不明
13.6g 

42 
鉄器

不明
(2.50) X 3.45 X 1.00 45.3g 片

43 
鉄器

不明
(6.00) X 0.40 X 0.30 6.7g 片

土師器
14.0 X 9.00 X 3.30 ロクロ成形

雲母 墨書外体正位
44 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐

長石
1/8 

［得」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

土師器
-X7.20Xー ロクロ成形

雲母 黒書外体正位
45 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐

長石
1/8 

「得」底部一回転ヘラケズリ、切り離し欠損のため不明

土師器 -x-x- 墨書外体横位
46 褐 口縁片

鳴」杯 ロクロ成形

士師器 -x-x- 墨書外体倒位
47 
杯 ロクロ成形

褐 口縁片 「得」
外体赤彩

士師器 -x-xー ロクロ成形
口縁片
墨書外体正位

48 褐
杯 外体都下端一回転ヘラケズリ 「得J

土師器 -x-x-
49 

ロクロ成形杯
褐 口縁片

墨書外体倒位

「得」

上師器 -x-x-
50 
杯 ロクロ成形

褐 口縁片
墨書外体正位

「閥」
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NG 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体正位
51 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐 口縁片
「得」

52 
土師器 -x-x-

口縁片
墨書外体倒位

杯 ロクロ成形 褐 「腫」

53 
土師器 -x-x-

褐 口縁片
墨書外体

杯 ロクロ成形 「口J

土師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体倒位

54 
杯 内体部一密なヘラミガキ

褐 口縁片 「圃J
内黒

士師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体正位
55 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 体部片

「得」
底部一回転糸切り後静止ヘラケズリ

56 
土師器 -x-x-

褐 体部片
墨書外体正位

杯 ロクロ成形 「得」

土師器 -x-xー ロクロ成形
体部片
墨書外体正位

57 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐
「閥J

土師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体倒位
58 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐 体部片
「闘」

土師器 -x-xー ロクロ成形 墨書外体倒位

59 
杯 内体部一密なヘラミガキ

褐 体部片 「得」
内黒

60 
土師器 -x-x-

口縁片
墨書外体正位

杯 ロクロ成形 褐 「万」

土師器 -x-xー ロクロ成形
口縁片
墨書外体横位

61 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐 「万」

62 
土師器 -x-x-

口縁片
墨書外体正位

杯 ロクロ成形 褐 「万」

土師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体正位

63 
杯 内体部一密なヘラミガキ

褐 口縁片 「オ」
内黒

64 
士師器 -x-x-

口縁片
墨書外体正位

杯 ロクロ成形
褐 国］」

65 
土師器 -x-x-

口縁片
墨書外体

皿 ロクロ成形 褐 「口」

士師器
-x-xー ロクロ成形

口縁～ 墨書外体
67 外体部下端一回転ヘラケズリ
杯

褐
底部片 「口」

底部一ほとんどの部分が欠損しているため切り離し不明

士師器 -x-x- 長石 口縁～ 墨書外体横位
68 暗淡褐 赤色
杯 ロクロ成形 白色 体部片 「囮」

土師器 -x-xー ロクロ成形 口縁～ 墨書外体横位
69 
杯 内体部一密なヘラミガキ

褐
「閻」体部片

70 
土師器 -x-x-

褐 口縁片
墨書外体正位

杯 ロクロ成形 「圃」

土師器 -x-xー ロクロ成形
口縁片
墨書外体正位

71 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐
「腫」
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別

形

種

器Na 

法量 口径x底径x器高
成形・調整等の特徴

調
成

色
焼
胎土 遺存 備考

721 
土師器ーx-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片
墨書外体

「口」

73 I土師器 i―x-x-
均 ロクロ成形

褐

土師器ーx-x-
74 I 皿 1ロクロ成形 褐

口縁片I墨書外体
「口」

墨書外体

口縁片I 「口」
内面赤彩

75 I土師器 i―x-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片I墨書外体横位
「腫」

77 I土師器|―x-x-
杯 ロクロ成形

褐

78 I土師器 l―x-x-
杯 ロクロ成形

褐

口縁片I墨書外体
「口」

口縁片I
墨書外体正位

「腫」

79 I土師器 1-x-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片I
墨書外体横位

直」

801 
土師器ーx-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片I
墨書外体

「口」

811土師器 i―x-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片

82 I土師器|―x-x-
杯 ロクロ成形

褐

墨書外体

「口」

口縁片I墨書外体
「口」

83 I 
土師器ーx-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片I
墨書 外体

「口」

84 I土師器|―x-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片I
墨書外体倒位

嗚」

85 I土師器|―x-x-
杯 ロクロ成形

褐 口縁片

土師器ーx-xー ロクロ成形
86 I 
杯 内面ミガキ

褐

土師器ーx-xー ロクロ成形
87 I 
杯 内体部ー密なヘラミガキ

褐

口縁～

体部片

口縁～

体部片

墨書外体

「口」

墨書外体

｀口」

墨書外体

内；口」

土師器ーx-xー ロクロ成形

88 I 杯 1内体部一密なヘラミガキ
褐

墨書外体

口縁片I 「口」
内黒

上師器ーx-xー ロクロ成形

89 I 杯 1内体部ー密なヘラミガキ
褐

墨書外体

口縁片I 「口」
内黒

土師器ーx-xー ロクロ成形
90 I 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐 体部片I墨書 「口」

這器 I
x-xー ロクロ成形

91 I 外体部下端一回転ヘラケズリ
杯
底部一回転ヘラケズリ 切り離し不明

土師器
-x-xー ロクロ成形

921 外体部下端一回転ヘラケズリ

杯 1底部ー静止ヘラケズリ

褐

褐

底部片I
墨書外体倒位

噂」

底部片I
墨書外体

「口」
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No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体
93 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 底部片

「口」
底部一回転ヘラケズリ

94 
土師器 -x-xー ロクロ成形

褐 体部片
墨書外体

皿 外体部下端一回転ヘラケズリ 「口」

士師器 -x-x-
体部片

墨書外体
95 
杯 ロクロ成形 褐 「口」

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体
96 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 底部片

「口」
底部一回転ヘラケズリ 切り離し不明

98 
土師器 -x-x-

褐 口縁片
墨書外体

杯 ロクロ成形 「口」

99 
土師器 -x-xー ロクロ成形

褐 体部片
墨書外体

杯 外体部下端一回転ヘラケズリ 「口」

100 
土師器 -x-x-

褐 体部片
墨書外体

杯 ロクロ成形 「口」

101 
土師器 -x-x-

褐 口縁片
墨書外体

杯 ロクロ成形 「口」

102 
土師器 -x-x-

体部片
墨書外体

杯 ロクロ成形 褐 「口」

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

103 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 体部片 「口」
内体部ー密なヘラミガキ 内黒

土師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体
104 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

褐 体部片 「口」
内黒

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

105 外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 体部片 「口」
杯
内体部一密なヘラミガキ 内黒

土師器
-X(7.40)X(l.80) ロクロ成形

1/3 墨書外体正位
106 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 雲母多

底部片 「腫」
底部一回転ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体
107 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 底部片

「口」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書内底
108 
皿
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 底部片

「口」
底部一回転ヘラケズリ

土師器
-x-x- ロクロ成形

墨書内底
109 高台付 外体部下端一回転ヘラケズリ 褐 底部片

「口」杯 底部一回転ヘラケズリ 破片のため切り離し不明 高台部ーナデ

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

111 外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 褐 底部片 「口」
杯
底部一回転ヘラケズリ 内黒

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体

112 
妬
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 褐 底部片 「口」
底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 内黒

113 士師器 -x-x- 口縁片
ヘラ書外体

杯 ロクロ成形 褐 「口」

土師器
~X (7.0) X (1.3) ロクロ成形

褐 1/2 ヘラ書外底
114 
妬
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 橙褐 雲母多

底部 「-」
底部ー全面回転ヘラケズリのため切り離し不明 硬
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Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

器形 成形・調整等の特徴 焼成
胎土 遺存 備考

土師器 -x-x- ロクロ成形 線刻外体

115 
杯 内体部一密なヘラミガキ

褐 口縁片 「X」
内黒

116 
土師器 -x-xー ロクロ成形 線刻内底

杯 底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ
褐 底部片

「図」

土師器 -x-x- ロクロ成形

117 高台付 底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 褐 底部片
線刻外底

杯 高台部ーロクロ、ナデ
図」

~ 
-Vー

-B' 

I 
<( 

1層暗褐色土 8層黒褐色土
2層暗褐色土 9層暗褐色土
3層暗褐色土 10層暗黄褐色土
4層暗褐色土 11層褐色土
5層暗灰褐色土 12層暗褐色土
6層黒褐色土 13層暗褐色土
7a層暗褐色土 14層黒色土
7b層灰色土

゜
2m 

1:80 

I 
-~ 3 . 

5 

I 

2 
ロニ―

、
--~ ） I ， 

゜
10cm 

1:4 

図196 A103 
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図197 A103 (2) 

表30 A103遺物観察表 （単位cm)

No 種別 法量 口径x底径x器高 色調

器形 成形・調整等の特徴 焼成
胎土 遺存 備考

1 
土師器 (12.6) X (6.80) X 4.20 ロクロ成形 雲母・

杯 底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明
暗橙褐 石英多 1/2 

白色

須恵器
13.6X8.40X4.00 ロクロ成形

2 外体部下端ーヘラケズリ
暗灰 白色多 線刻外底

杯
底部一回転ヘラ切り、静止ヘラケズリ

硬 長石
1/2 

図」

須恵器
X X ロクロ成形

3 
杯
外体部一回転ヘラケズリ

灰 白色多
底部片

付着物有り

底部ー静止糸切り、静止ヘラケズリ
硬 長石 内底

須恵器 -X12.0X(2.80) ロクロ成形
4 高台付

長石

杯 底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明
硬

白色
底部 転用硯？

5 
須恵器 -X -X(S.40) 白色多 杯底部

高杯 ロクロ成形
硬

長石
～脚部

（上部）

土師器
(12.8) X X (8.00) 輪積

6 外面 口縁部ーヨコナデ
暗赤褐 1/4 

小型甕
胴部ーヘラケズリ

並
砂粒多 口縁部 内外面スス付着

日 ～胴部

土師器
(13.2) X 8.80 X 16.6 輪積 粗砂・

7 外面 口縁部ーヨコナデ胴上半ーナデ胴下半ーヘラケズリ
暗赤褐 外面にスス付着

小型甕
石英・ 1/5 

内面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ後ナデ
血 底部に木葉痕日 雲母多

士師器
21.0X X(14.1) 輪積

8 外面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ後ヘラミガキ
1/4 

甕
並 砂粒多 口縁部 黒斑有り日

内面 ヨコナデ ～胴部

， 鉄器
穂摘具 （ 

3.60)X l.65X厚み0.15 3.lg 片
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A103 

検出地区 K7-40-1・2・4gにわたって検出した。

遺 構 長軸3.58mX短軸3.49mX壁高0.69m、主軸方位はN-42°-Eを示す。平面形は隅丸方形で、

寵が再構築された住居跡である。床面を立川ロームのクラック帯とし、硬化面は住居跡中央と出入口付

近に分かれて認められた。ピットは4基検出されたが、柱穴はP2のみであり、 p1は旧寵KBに伴う出

入口施設のピットである。周溝は寵下まで全周する。寵は、 KBを壊した後に新寵KAを再構築している。

KBでは寵ピットは検出されず、火床も失われていたが、帯状の凹みが確認された。 KAは寵前庭

部から火床にかけて床面との差はほとんどなく凹む程度であり、内壁はわずかに焼けた程度であった。

住居跡中央に坑底を意識して掘り込んだとは思えないが、被熱のため淡く赤化しているやや凹んだ炉跡

状のものが検出された。覆土は住居廃絶後、一気に暗褐色土を埋戻したものであった。

遺 物 床面及び直上層からの出土は少なく、覆土上層の遺物が多かった。掘り返してつくられ

た土坑の覆土が、遺物出土の主体層となっていた。

所 見 本住居跡は、人為的な埋戻しによって埋没したものであり、再度、掘り返され、この掘

られた土坑を利用したものであった。

~ A
 

.v 
|
k
 

.v~ 

B― 

◎ , I 4/ , "-― ¥'5  
P4(―どク---- ,'-', 
(~ 

＼ 

｀ 

KB ―B' 

I 

B瓢 B

~Of 門

~«I~ 
~~ r 

|
v
 1層暗褐色土 6層黄白色土
2層 白色粘土 7層暗灰色土
3層暗褐色土 8層暗褐色土
4層褐色土
5層灰褐色土

O 2m 

1:80 

0 10cm 
I I I I I I 

1:4 

図198 A104 
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A104 

検出地区 K7-40-4g、K7-50-2g、L7-31-3g、L7-41-lgにわたって検出した。

遺 構 長軸4.93mX短軸3.09mX壁高0.54m、主軸方位はN-38°-Eを示す。平面形は鼈平行方

向に横長の隅丸長方形であり、寵を再築した住居である。床は新寵KA前がやや凹み、南西隅でやや

高くなるが、全体的に平坦なハードロームの床である。壁付近以外は、硬化面を残している。柱穴はKA

に伴うものはPl~4であり、 KBに伴うものはP1・4と考えられたが、 P1・2は置柱のように浅い

ものである。周溝内に壁柱穴が16本検出された。周溝は南東壁と北西壁で一部途切れるが、幅のある、

掘り込みも深いものである。旧寵KBの煙道を掘り込んでいることから、 KAの構築時に再度掘り込まれ

たと考えられる。 KBはKA構築時に壊されているが、壊された天井部の粘土の住居内への流入を防ぐよ

うに、新たな壁際に褐色土等が充填されていた。鼈ピットは検出できず、火床も確認できなかった。 KA

は崩落した天井部の粘土がよく残り、煙道部には焼土や灰がかなり堆積していた。また、覆土は基本的

に、 1層のみの把握しかできなかった。

遺 物 全体的に、人為的埋戻しの投入半ばで廃棄したような出土状態である。 3~5は煙道部

の坑底に接して、 5を最も下にして、底部にかぶせられたように 3・4が、倒置の状態で重なって出土

した。

所見 住居廃絶後、一気に暗褐色土を投入し、埋戻した竪穴住居跡である。

表31 A104遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.0 X 6.90 X 4.20 ロクロ成形

淡褐 赤色 墨書外体横位
1 
杯
外体部下端ーヘラケズリ

硬 白色
略完形

「竹野」
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

士師器 -x-x- 墨書外体
2 褐 体部片
杯 ロクロ成形 「口」

須恵器
13.2X7.20X4.10 ロクロ成形

雲母
3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬

白色
完形

底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

須恵器
13 .6 X 6.60 X 4.20 ロクロ成形 白色多

4 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬 石英 完形

底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明 長石

土師器
(I0.4)X5.IOX 12.1 輪積

明赤褐
5 外面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ後一部ナデ 砂粒多 1/2 
小型甕

内面 ヨコナデ底而ーヘラナデ
軟

上師器 -x-x-
褐 体部片

墨書外体
6 
杯 ロクロ成形 「口」

士師器
-X7.00X(7.60) 輪積 1/2 

7 
小型甕

外面ヘラケズリ 服部一球胴状？ 暗赤褐 砂粒多 胴部～ 底面黒斑有り

内面 ナデ底部ーやや丸みをおびる 底部
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図199 A105 

A105a・b 

検出地区

遺構

K7-39-3g、K7-49-1・2gにて検出した。

A105 aは長軸3.61mX短軸3.25mX壁高0.44m、主軸方位はN-36°-Wを示す。平面形は隅

丸方形である。床面はハードロームであり、壁よりはハードロームとブロックとソフトロームが混じっ

た床。全体的には平坦であり、床中央に硬化面。柱穴は不明であるが、新鼈KAの出入口施設のピットは

P2、旧寵KBはP7bである。 KAは寵ピット内に、さらに鼈底面から0.45mビットが掘り込まれてい

た。崩落した天井部の粘土は極めて少なかった。寵ピットをやや深く掘り込んだ跡、火床部を上にとる

ために再度充填したような暗褐色土の堆積を認める。 KBはKAの再構築時に壊され、鼈袖の粘土の一部

が残っているだけであった。

床面には炭化粒を含む焼土が分布していた。炭化材も床に横倒しの状態で、しかも張り付くように認

められた。だが、何れも小破片であり、柱などの原形は留めていない。炭化粒は少なかった。新寵右壁

には、白色粘土と暗褐色土が混合したような粘土が、床と壁にへばりつくように広がる。周溝は寵下ま

で巡っていた。覆土は人為的に一気に埋め戻されたものである。

なお、 A105bはA105aによる損壊が著しく、長軸・短軸・主軸方位は不明であるが、壁高は0.15mで

あった。平面形は隅丸方形と推定される。

- 173 -



表32 A105遺物観察表 （単位cm)

Na 種別 法量 口径x底径x器高 色調

器形 成形・調整等の特徴 焼成
胎土 遺存 備考

土師器 13.5X X2.20 台部径7.50 ロクロ成形

1 高台付 外体部下端ーナデ 内体部一密なヘラミガキ
褐 雲母多 外底に墨痕有り

皿 底部一回転糸切り
硬 白色

1/2 
転用硯

2 
土師器 -x-x- 墨書外体横位

妬 ロクロ成形
褐 口縁部

片 「得」

3 
土師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体倒位

杯 外体部ーヘラケズリ
褐 体部片 「得」

土師器
X X ロクロ成形

4 外体部一回転ヘラケズリ
墨書外底

杯
褐 底部片

底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ
「口」

5 
石器
3.60X2.20X厚さ1.30

片面欠損

軽石
3.2g 片

用途不明

6 
鉄器
(2.30) X 2.30X厚さ0.30

鎌
4.5g 片

Al06 

K7-59-2g、K7-60-lgにて検出した。

構 長軸2.94mX短軸2.84mX壁高0.12m、主軸方位はN-63°-Eを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床は全体に硬化するが、特に、寵前から出入口にかけて良好な硬化面を残している。主柱穴は検出

されなかったがP4は壁柱穴として、 P2は出入口施設に伴うピットと捉えられた。 Pl・P3は柱を

建てた痕跡が覆土から確認できず、貯蔵穴とも考えられた。周溝は各コーナー付近で途切れるもので、

寵壁にはほとんど巡っていなかった。ハードロームの上部を底面とする寵のピットは、若干焼けている

程度であった。底面には褐色土が堆積し、

検出地区

遺

｀ 
•
Vー_

ー

V

―B' 

その上に焼土と白色粘土が混合した層が堆

積したように捉えられた。覆土は掘り込み

が浅く、暗褐色土の 1層としか捉えられな

かった。

遺

に、

物 掘り込みが浅く、全ての遺

B― 竺巫B'

□冒闘冒冒 1層 暗褐色土

物が床面乃至床直上層の出土と捉えられる

状態である。 3は床からやや浮いて斜め

4は床面にてやや斜めに、 5は床に置

かれたように出土した。また、 7の支脚

は、寵の煙道部底に直立して出土したもの

である。

所

゜
2m 

1:80 

図200

見 壁高のない竪穴住居跡であ

るため、覆土が自然堆積か人為堆積かの判

断はできなかった。
A106 
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表33 A106遺物観察表 （単位cm)

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
13.8 X 8.20 X 1.80 ロクロ成形 暗褐 雲母

1 外体部下端ーナデ 内体部一粗いヘラミガキ ～橙 長石 1/2 
.Ilil 
底部一回転糸切り 未調整 硬 白色

土師器
13.4X8.10X2.40 ロクロ成形 褐 雲母多

2 
皿
外体部下端ーナデ 内体部ー密なヘラミガキ 橙褐

白色
略完形

底部一回転糸切り、静止ヘラケズリ 硬

土師器
-X8.40X(2.70) ロクロ成形

橙 白色 墨書外底
3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部一粗いヘラミガキ

硬
雲母 底部

「午」
底部一回転糸切り、静止ヘラケズリ 砂粒

土師器
(13.6) X 8.50 X 3.40 ロクロ成形

褐 雲母白 墨書外体
4 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
色長石 1/3 

「口」
底部一回転ヘラ切り、回転ヘラケズリ 砂粒

士師器
12.8 X7.00X3.80 ロクロ成形 黒褐 白色多

5 
甕
外体部下端一回転ヘラケズリ ～褐 雲母 完形

底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 暗褐硬 長石

土師器
(24.0) X -X (18.2) 輪積 1/6 口縁一受け口状

6 
甕
外面 口縁部ーヨコナデ胴部ータテヘラケズリ 明褐 砂粒多 口縁～ 頸部一「く」の

内面 ヨコナデ 胴部 字状長胴

7 
士製品 径8.6 橙褐

支脚 残存長18.9 普 砂粒多 2/3 

8 
鉄器
(lO.O)X0.50-0.85 X厚み0.15-0.40

刀子
10.0g 1/2 刃部～茎残

土師器 -x-x- 口縁
9 墨書外体横位
杯 ロクロ成形 部片

「回」
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A107 

検出位置 L7-51-3g、L7-61-lgにて検出した。

遺 構 長軸3.17mX短軸2.96mX壁高0.29m、主軸方位はN-8°-Eを示す。平面形は隅丸方形であ

る。ハードロームの床で、住居中央に硬化面を残す。柱穴の配置としてはP1・2であるが、主柱穴と

は捉えられず、 P3は出入口施設に伴うピットである。周溝は幅は狭いが、やや深く掘り込まれ、途切

れながら断続的に巡っている。寵は袖内壁が赤化しており、その内壁に密着して土師器甕が出土してい

る。また、炭化材が寵底面にむかって、倒れ込むように出土している。壁際の覆土上層から住居中央の

床面にかけて、丸太と判別できる多量の炭化材が検出された。

遺 物 遺物は覆土上層が多かった。床面出土の遺物は、床に置かれたような状態で出土した。

所 見 住居廃絶後、不用材の焼却を行い、一気に人為的に埋戻したものである。
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表34 A107遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.2X7.40X4.50 ロクロ成形

褐 雲母
1 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬 白色
略完形

底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明

土師器
12.0X7.60X3.90 ロクロ成形 橙暗 白色多

2 外体部下端一回転ヘラケズリ 褐～橙 雲母 完形
線刻外体

杯
底部ー静止ヘラケズリ 硬 砂粒 「↓」

土師器
10.4X7.80X4.30 ロクロ成形 暗褐～ 白色多

3 
杯
底部ー静止ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明 暗赤褐

雲母
略完形 線刻内底「X」

墨書外・内体正位「人」 線刻外底「団」 外体「※」「図」
硬

須恵器
12.7X7.80X4.40 ロクロ成形

白色多 ヘラ書外底
4 
均
外体部ー静止ヘラケズリ 硬

雲母
完形

「丁」
底部ー静止ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明

土師器 11.l X7.10X5.00 ロクロ成形 黒色研磨
黒褐 雲母多 外面 くすんだ

5 高台付 外体部ー密なヘラミガキ 内体部ー密なヘラミガキ
普 白色

略完形
赤味

杯 底部一高台部接合前の回転ナデのため不明

土師器
21.0X -X(29.0) 最大径25.4 輪積 外面口縁部ーヨコナデ

明橙褐 雲母 2/3 
6 胴部ーヘラケズリ後ナデ 内面 ヨコナデ内外面とも器面の磨耗が 口縁部 胴長
甕
著しい 口唇下に凹状の調整有り 受け口状頸部一「く」の字状

軟 長石 ～胴部
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表35 A108遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
13.3X7.20X4.20 ロクロ成形 雲母・

1 外体部下端ーヘラケズリ 暗褐 白色多 略完形
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 石英

土師器
13.2X7.10X3.90 ロクロ成形 褐 雲世・

2 外体部下端ー静止ヘラケズリ 内体部ー全体に密なヘラミガキ 黒 白色多 略完形 内黒
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 硬 砂粒

土師器
(14.6)X7.10X4.50 ロクロ成形 明褐～ 墨書外体正位

3 外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー全体に密なヘラミガキ 赤褐
雲母多

1/2 
杯 白色 「口」
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 明褐硬

土師器
(15.2) X 8.00 X 3.90 ロクロ成形 雲母 線刻内底

4 外体部下端ーヘラケズリ 硬 白色多 1/2 「耳」
杯
底部ー静止ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明 砂粒 外・内体赤彩？

土師器 -X-X2.50 ロクロ成形 褐 雲母多 線刻内底
5 高台付 外体部下端ーナデ

硬 白色
底部

「井」皿 底部一回転糸切り 底部内面ー密なヘラミガキ

土師器 -x-x- 雲母多 口縁 墨書外体正位
6 
杯 ロクロ成形

明褐
部片 「西」白色
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Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調 胎土 遺存 備考器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -x-x- 口縁 墨書外体正位
7 
杯 ロクロ成形 部片 「口」

土師器 -x-x-
体部片
墨書外体

8 「口」杯 ロクロ成形

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体， 外体部下端ーヘラケズリ 底部片
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

「口」

土師器
-x-xー ロクロ成形

線刻内底
10 外体部下端ーヘラケズリ 底部片
杯
底部一回転ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明

「X」

土師器
-X5.20X(6.00) 輪積

暗褐
11 
小型甕
外面ヘラケズリ

普
砂粒多 1/4 

内面ヘラケズリ 少量のスス付着

土師器
(8.00) X 31.1 X 21.0 輪積 外面口縁～頸部ーヨコナデ胴部一

暗褐 長石
12 
甕
ヘラケズリ後一部タテヘラミガキ 内面 ヨコナデ下端ーヘラケズ

普 雲母
胴下半

リ ロ縁ー凹線状の調整を施す受け口状頸部ー「く」の字状

須恵器
(30.0) X -X (16.9) 輪積

明橙褐
13 
甑
外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ータタキ

硬
砂粒多 1/4 突起1個残存

内面 ヨコナデ指頭圧痕有り

14 
石器

砥石
(9.60) X (5.20)X 5.30 1/2 

石器
8.90X9.50X厚さ4.00 414.Sg 

15 不明 両面に弱い敲打痕状の痕跡が見られるが、全体として明瞭な加工痕は ホルンフェルス
認められず、用途・ 器種は不明

16 
鉄器
(2.70) X 1.10 X厚み0.20 2.0g 片

刀子

銅製品
3.10X3.00X厚み0.90 14.6g 完形 帯金具17 

巡方

A108 

検出地区 L 7-69-1・2・3・4gにわたって検出した。

遺 構 長軸4.14mX短軸3.61mX壁高0.21m、主軸方位はN-54°-Eを示す。平面形は隅丸方形であ

る。ハードロームを床として住居中央に硬化面を残すが、傾斜をもつ床である。主柱穴はP3・4であ

り、出入口施設のピットはp1となる。 P2の性格は捉えられなかった。いずれも浅く、柱穴としても

置柱のような印象である。周溝は寸断されるが、寵付近まで巡るものである。寵は全体的によく粘土が

残り、袖内壁が若干赤化していた。範囲を押さえることはできなかったが、床面に横たわるように炭化

材と焼土が散見できた。覆土は、焼却に伴う人為堆積として捉えられ、また、寵方向から焼土が投入し

たように散布していた。

遺 物 覆土が浅いため、本住居跡に伴うのか人為堆積とともに廃棄されたものかは不明瞭であ

るが、遺物の多くは床より少し高い位置で出土している。 17の帯金具は、床より 7~ 8cm高く、斜めの

状態で出土した。流れ込みの可能性が高いものである。

所 見 住居廃絶時に不用材を焼却した住居跡であり、覆土は人為的な投入層である。床面が傾

斜をもつ本遺跡では例外的な竪穴住居である。
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A109 

検出地区 K7-80-3・4g、L7-71-1・3gにわたって検出した。

遺 構 長軸4.55mX短軸4.36mX壁高0.64m、主軸方位はN-43°-Eを示す。平面形は隅丸方形であ

り、蓋の再構築を行っている住居跡である。床は各コーナー付近は軟弱であるが、他は硬化面となって

いる。掘り込みが深いが、柱穴は不明確である。 P2・3は、新寵KA・旧寵KB共通と考えられる。 P

4は用途不明のピットで、 p1はKBに対応する出人口施設のピットである。 KAに対応する出入口施設

のピットは不明確であった。周溝は新鼈KAに対して寵付近まで巡るが、東壁側は浅くなっていた。 KA

の再構築時に旧蔽KBを壊しており、 KBの火床を切断して周溝を掘り込んでいた。 KBの固溝の再利用と

考えられる。寵は、 KBは煙道部の壁への掘り込みは浅く、急激にあがっている。寵ピットは火床

のみが残っているものであり、寵袖の粘土はほとんど残っていなかった。 KAは天井部の粘士が崩
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10 

ロ 覆土は、住居廃絶時に暗褐色土を

一気に投人した堆積であり、その後

は、自然堆積となっている。

遺 物 遺構規模からみる

と、遺物出土はやや少ない竪穴住居

跡である。平面的な遺物分布は南コ

ーナー付近から住居跡中央が多い

が、床から比すると自然堆積の覆土

中層～上層が多くなっている。 13は、

KAの煙道底面にかけて破砕された

状態で出士している。 5は土師器杯

片であるが、「 □l神郷丈L 」と
記された墨書土器である。

所 見 鼈の再構築を行って

いるが、竪穴住居としての拡張は確認できなかった。ただ、

KBの寵ピットが検出されず火床のみであることから、床面

-,oふ:~―り
こ 14

15 

口`  6
 

ー

7
 

D
 

ー゜i11
 

ニ＝こ

゜
18 

落したように残り、篭袖内壁は赤化

していた。寵ピットから煙道部にか

けて小さくテラス状の段差があり、

煙道部中位のハードローム上部直下

にも存在する。焼士はp1付近にお

いては床面に密着して、 KB付近で

は寵上から流れ込んだように検出し

た。

をKA構築時に下げたことも考えられたが、覆土等からは捉

えられなかった。壁高のある竪穴住居であるので、柱穴は

検出されるものと当初考えていたが、柱穴は明確にするこ

とができなかった。本住居跡も、住居廃絶後に人為的な士

砂投入による埋戻しを行っているものであるが、炭化粒が

ほとんど検出されず、本住居で不用材の焼却を行ったか疑

問が残るものである。 p1付近の焼土は床に密着して広が

っていたが、はっきりとしだ焼土も焼土ブロックも検出さ

れなかった。 KB付近の焼土も寵上から流れ込み乃至は投入

したような状態であり、これらの焼土は他の場所での火の

使用に係る焼土の廃棄の可能性も否定できないものであっ

た。

また、「二］神郷丈L 」の墨書土器は、本来、「村神郷

丈部」と記されたもので、さらに部姓の下に名前も続けら

れたと考えられるものである。所謂、「延命長寿祈願」の士

器と捉えられよう。
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表36 A109遺物観察表 （単位cm)

NG 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -x-x- 灰 白色多
1 
蓋 ロクロ成形 硬

長石雲 天井部 内面磨耗痕有

母石英

上師器
(11.6) X (6.60) X 3.85 ロクロ成形

暗褐 雲母
2 外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部一剥離目立つ 1/3 
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

硬 白色

士師器
15.4X7.60X4.10 ロクロ成形

褐 雲母
3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 外体部下端・底部ー調整極めて丁寧

硬 白色
1/2 内黒

底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 調整糸切り痕細かい

士師器 -x-x- ロクロ成形
体部片
墨書外体正位

4 
「口J杯 外体部下端ーヘラケズリ

土師器 -x-x- 淡褐 赤色 墨書外体横位
5 
杯 ロクロ成形 硬 黒色

体部片
「歴麗図」

士師器 -x-x- 墨書外体正位
6 褐 体部片
杯 ロクロ成形 「四日」

土師器 -x-x- 口縁 墨書外体
7 
杯 ロクロ成形 部片 「口」

須恵器
12.8X7.20X4.50 ロクロ成形 石英長

8 外体部下端一回転ヘラケズリ 硬 石白色 略完形
杯
底部一静止ヘラケズリ 全面ケズリのため切り離し不明 多雲母

須恵器 -x-x- 口縁 墨書外体， 
杯 ロクロ成形 郭片 「口」

士師器
12.0X -X(l2.l) ロクロ成形

明橙褐 口縁部
10 
小型甕

外体部下端ーヘラケズリ
硬

石英
～胴部

底部欠損

口縁やや受け口状頸部ー「く」の字状肩綿が張る

上師器
20.0X -X(29.8) 最大径23.0 輪積 凹線状の調整を施す

暗褐 粗砂・ 受け口状
11 
甕
外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ後タテヘラミガキ

軟
雲母・ 略完形

長胴
内面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ？ 器面の剥離が著しい 石英多

士師器
(21.4) X (8.00) X 31.4 最大径(24.4) 輪積

明褐 粗砂・ 受け口状
12 
甕
外面 ヨコナデ後胴部タテヘラミガキロ縁ー凹線状の調整を施される

普 雲母多
1/2 

黒斑有り
内面 ヨコナデ下端ーヘラケズリ 底部一木葉痕？ スス付着

土師器
-X-X(23.l) 輪積

褐 雲母・ 1/2 外面下端に黒斑
13 
甕
外面 ナデ後タテヘラミガキ

硬 長石多 胴部 有り
内面 ヨコナデ下端ーヘラケズリ 胴部ー長胴

石器 3.20X2.60X厚さ1.80 4.lg 
片14 

軽石 欠損が甚だしく加工も不明瞭 用途不明

石器 2.80X2.30X厚さ2.30 5.0g 
片15 

軽石 全体的に破損用途不明

石器 3.70X2.60X厚さ2.50 4.6g 
片16 

軽石 欠損が甚だしく加工も不明瞭用途不明

17 
鉄器

釘
(4.25)X0.40X厚み0.40 4.2g 片

鉄器
(20.0)X7.50X厚み3.00 片18 1.9g 

刀子
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K7-90-1・3gで検出。

遺構 長軸4.15mX

短軸3.53mX壁高0.22m、主軸

方位は、 N-47°-Wを示す。平

面形は隅丸方形である。住居

中央と壁際はハードロームの

地床であったが、その間に枠

状にロームと暗褐色土が混合

した貼床を認めた。主柱穴は

不明であるが、 P1・2・4は支柱穴かも知れない。 P3は出入口施設のピットと捉えた。周溝は浅い

もので、北東壁中央から北西壁の寵付近まで断続して巡っている。寵は住居廃絶時に壊されたと考えら

れ、右袖は一部が残るものの、左袖は床面に、また、煙道底面に粘土がこびりつくように残るだけであ

った。覆土は、暗褐色土を主体とした自然堆積である。

物 散在している程度の遺物であり、床面からの出土は稀れであった。

見 住居中央は地床とし壁際を掘り込み貼床とする例はあるが、中央部と壁際を地床として

その間を枠状に掘り込み貼床状にした例は上谷遺跡では少ない。本来は、前者のような小規模な住居が

あり、ロームを地床として拡張した竪穴住居跡かも知れないが、その把握は調査ではできなかった。
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表37 AllO遺物観察表 （単位cm)

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
(12.4) X (5.00) X 3.60 ロクロ成形 白色多

1 
杯
外体部ーヘラケズリ後口縁部ナデ 内体部ーヘラミガキ？ 暗褐色 雲母 1/5 

底部ー静止ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明 石英

Alll 

検出地区 L7-81-3g、L7-91-lgにて検出した。

遺 構 長軸2.88mX短軸2.85mX壁高0.33m、主軸方位はN-19°-Wを示す。平面形はやや台形状の

隅丸方形である。床はハードロームの地床であり、寵前から出入口の住居中央部に硬化面が残されてい

P3が主柱穴と捉えられ、 P2は出入口施設のピットであった。 p1は柱穴としては浅く、用途不

明である。周溝は南東コーナーでは途切れるが、他は寵袖下まで巡っている。寵は右袖前に焼土が堆積

しており、火床から掻きだしたと想定されるものであった。籠ピットの底面はやや凹凸があり、火

床は若干焼けた痕跡が認められるものであった。右袖脇から壁際にかけて床面が少し高くなっていた。

た。
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床面には、住居廃絶時における不用材等の焼却が認められ、炭化粒混合の焼土が検出された。しかし焼

土は純層ではなく、暗褐色土と混合したものであった。覆土は黒色土や褐色土の複雑な堆積を示してい

るが、住居廃絶時の不用材焼却の消火土と人為的な投入による埋戻しであった。

遺 物 竪穴住居跡としては少なく、ほとんどが焼土より上層の出土であった。 1は置かれた状

態で、 11は横倒しの状態で、それぞれ床面から出土している。 6は寵袖の内側から出土しており、直下

に炭化物が認められている。

所 見 本住居跡のように人為的な土砂投入による埋戻しでも、このように複雑な堆積をする例

は上谷遺跡でも少ないものである。他の瞬時における埋戻し住居の覆土は、覆土が色調的にも、包含物

においても極めて分層しにくかったのに対して、本住居跡は色調において分層でき乱雑な埋戻しを想定

できるものとなっている。おもに西壁方向からの投入を窺わせるが、さまざまな色調の土砂が投入され

ており慎重に埋戻したとは考えられないものであった。本住居跡に伴う遺物として、 1・6・11を捉え

たが、このような覆土堆積からみると、本住居に伴うものか判断が揺れるものである。
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表38 Alll遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 11.6 X 8.00 X 3.60 ロクロ成形 黒褐 白色・
1 ～橙 長石多 完形
杯 底部一回転ヘラ切り

黒褐硬 雲母

士師器
10.4X6.20X4.30 ロクロ成形 雲母黒

2 
杯
外体部一密なヘラミガキ 内体部一密なヘラミガキ 明褐 色長石 略完形

底部一回転ヘラケズリ、回転ヘラ切り 粗いミガキ 白色

士師器
10.8 X 8.00 X 4.20 ロクロ成形

3 外体部下端一回転ヘラケズリ 硬
白色多

略完形
杯 赤色
底部一回転ヘラ切り→静止ヘラケズリ

士師器
13.0X9.10X3.80 ロクロ成形

4 外体部下端一回転ヘラケズリ 硬
雲母
略完形

杯
底部一回転ヘラ切り→静止ヘラケズリ

白色

士師器 12.5 X 8.50 X 3.80 ロクロ成形 暗褐～ 雲母 体部内面スス有
5 赤褐 砂粒 完形
杯 底部ー回転ヘラ切り

硬 白色 灯明具？

士師器
12.9 X 8.00 X 4.50 ロクロ成形

雲母・
6 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬

白色多
略完形

底部ー全面回転ヘラケズリ

土師器
11.6 X 7.00 X 4.20 ロクロ成形

雲母 墨書外体横位
7 外体部下端一回転ヘラケズリ 硬 1/2 
杯
底部一回転ヘラケズリ 切り離し不明

白色 「一太」

須恵器
12.3 X 8.20 X 3.80 ロクロ成形

白色多 ヘラ書外底
8 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬

雲母
略完形

「大」
底部一回転ヘラ切り→静止ヘラケズリ

須恵器
13.1 X7.40X4.00 ロクロ成形

白色・， 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬

長石多
略完形

底部ー全面静止ヘラケズリ

須恵器 8.90 X~X (6.20) 台部径8.7 ロクロ成形 雲母白 ヘラ書外底
10 高台付 外面 下端一回転ヘラケズリ 底部一回転ヘラ切り 硬 色多石 略完形

「|」小壺 口縁外面～高台部外面にかけて器面が磨滅している 高台部ーナデ 英長石

士師器
15.0X7.00X 15.6 頸部に輪積痕 黒～

長石多
11 
小型甕

外面 口縁ーヨコナデ胴部ータテヘラケズリ 中～下位ーヨコヘラ 橙褐
雲母

完形 スス付着

ケズリ 内面ヘラナデ底部ー全面静止ヘラケズリ 硬

A112 

検出地区 K7-100-4g、L7-91-3gにて検出した。

遺 構 長軸3.6mX短軸3.53mX壁高0.45m、主軸方位はN-56°-Wを示す。平面形は隅丸方形で、

寵を再構築した竪穴住居跡である。床はハードロームと暗褐色士が混じった床であり、新寵KAから出入

口にかけて硬化面を残している。寵は旧寇KBを壊してKAを構築するが、住居の拡張などは認められな

かった。 KBの損壊後、寵ピットを掘り込んで周溝を巡らすが、東コーナーにて途切れるだけで、 KAの

袖下まで巡っていた。 KAに対応する柱穴はP1・2・5と考えられるが、いずれも浅いものであった。

出入口施設に伴うピットはP3と捉えられたoKAは天井部は崩落していたが、袖と共に白色粘土でしっかり

と構築されており、煽道の壁への掘り込みがやや深いものであった。火床及び煙道底面に強い赤化が認

められた。 KBの段階でも周溝は存在したと考えられるが、寵ピット内まで巡るかは明確にできなかっ

た。配置から柱穴は検出されず、出入口施設に伴うピットはP4であった。 KBの甑ピットのハードロー

ムの底面は凹凸があり、煙道の壁への掘り込みは弱かった。火床や粘士の住居内での遺存はなく、寵ピ

ット内に焼土層の堆積と、煙道部に天井部の粘士が、それぞれ一部が確認された。覆土は暗褐色土を主
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体とした、自然堆積であった。

遺 物 遺物の出土は多いが、覆土中層から上層が主体であった。しかし、本住居跡からは「延

命長寿祈願」の墨書土器が4点出土している。いずれも住居跡の南コーナーの壁際から、 2・3は倒置

で、 4・5は正置で、床面より少し高かったが、それぞれが2枚重なって出土した。

所 見 「延命長寿祈願」の土器は、「部姓十名前＋目的十月（日）」がそれぞれ記されたもので

あり、「身召代」の文字は祈願の主体者をさしていると考えられるものである。また、 2・3・5はその

使用目的が済んだ後に、意識的に墨書を淡くしている状態が窺えた。特に 2・4は淡くした後に、「西」

を他の部位などに書き込み、墨の濃淡がはっきりしたものである。本竪穴住居跡は他の住居に比べ特別

な構造を持つものではないが、 2枚ずつが重なって出土したことは、何らかの祭祀の場であった可能性

もあると言えよう。
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1層黒褐色土
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6層 暗灰褐色土
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表39 A112遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法贔 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 13.0 X -X 2.50 台錦径7.0 ロクロ成形 褐
雲母 墨書外体正位

1 高台付 外高台部ーナデ
硬

赤色 略完形
「山」皿 底部一回転ヘラ切り、回転ヘラケズリ 高台部ーナデ 黒色

土師器
13.8X7.80X3.60 ロクロ成形 雲母・ 墨書外底

2 外体部下端一回転ヘラケズリ 底部一回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ
褐
赤色・ 略完形

杯
墨書外体「丈マ麻□女身召代二月□西」 硬 白色希 「西」

士師器
14.6X7.00X4.20 ロクロ成形

褐 雲母希
3 内体部ー全体に密なヘラミガキ 完形
杯
底部一回転ヘラ切り 墨書外体横位「丈マ真里刀女身召代二月十五日」

硬 赤色

土師器
12.8 X 7 .00 X 3.60 ロクロ成形

褐 雲母 墨書内底
4 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 底部一回転ヘラケズリ

硬
黒色 完形

「西」
墨書外体「丈マ阿□□身召代＝月」 「西」 白色

土師器
14.8X6.20X4.00 ロクロ成形 外体部下端一回転ヘラケズリ

雲母希
5 内体部一粗いヘラミガキ 底部ー静止ヘラ切り後静止ヘラケズリ

褐
完形

杯
墨書 外体横位「丈マ稲依身召代二月十五日」

硬 赤色

灰釉 15.0X -X2.10X7.40 ロクロ成形 灰 石英 釉内面全て
6 高台付 底部ー全面回転ヘラケズリ

硬 黒色
1/3 

外面の一部
皿 高台部ーナデ

土師器
12.9 X 6.00 X 3.50 ロクロ成形

暗褐～ 包含物 雲母石英砂白色
7 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

賠赤褐 多し
略完形
長石多

底部ー全面回転ヘラケズリ

土師器
12.3 X 6.20 X 3.60 ロクロ成形

暗赤褐 雲母
8 外体部下端一回転ヘラケズリ 略完形
杯
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ

硬 石英

土師器 -x-x- 墨書外体， 口縁片
「口」杯 ロクロ成形

土師器
19.0 X 8.40 X 22.3 最大径16.2 輪積

暗褐
10 
甕
外面 口縁部～ヨコナデ胴部ーヘラケズリ

普
砂粒多 略完形 内外面スス付着

内面ヘラナデ

土師器
(18.4)X -X(25.7) 最大径(22.0) 輪積

暗橙褐 口縁

11 外面 口縁部ーヨコナデ胴上半ーナデ胴下半ーヘラケズリ 粗砂粒 I 
甕
内面 ヨコナデ

普 胴部

鉄器 (6.00) X 0.50 X厚み0.15 2.4g 
茎片12 

鏃？ 0.55X厚み0.15
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A113 

検出地区

遺構

K7-99-4g、K7-100-3g、K8-9-2gにて検出した。

長軸4.50mX短軸4.45mX壁高0.79m、主軸方位はN-50°-Wを示す。隅丸方形の住居であ

る。柱は配置換えが行われ、覆土から新柱穴Pl・3・6・8は立ち腐れ、旧柱穴P2・4・7・9は

掘り返しと捉えた。寵火床は明瞭には認められないが、袖の内壁は赤化している。右袖脇に床から 5cm 

程、壁と床に粘上が貼り付けられて平坦にされた高まりを検出した。覆士は中層までが埋戻しである。

遺 物 3は寵の左前にてやや傾いた正置で床面より、 7は底部を床面に置いて出土している。

所 見 壁際の床面に覆土と混合した焼土が確認され、住居廃絶後に不用材の焼却を行い、埋戻

しを行ったと捉えられた。消火層も認められるが住居の深さから、全てが消火層と捉えにくいものである。
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表40 All3遺物観察表

Na 
種別 法量 口径x底径x器高
器形 成形・調整等の特徴

土師器 (11.2)X7.50X4.20 ロクロ成形
1 
杯 底部ー全面回転ヘラケズリ

土師器 (11.8) X (8.80)X4.10 ロクロ成形
2 
杯 底部一回転ヘラ切り→回転ヘラケズリ

須恵器
12.8X7.80X4.40 ロクロ成形

3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

底部ー全面回転ヘラケズリ

須恵器
(ll.6)X7.40X3.50 ロクロ成形

4 外体部下端一回転ヘラケズリ
杯
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ

土師器 -x-x-
5 
杯 ロクロ成形

土師器 -X-X(2.70) 台部径(8.70) ロクロ成形

6 高台付 内体部一密なヘラミガキ
杯 底部一回転糸切り 高台部ーナデ

7 
土師器 -X8.00X(6.80) ロクロ（左回）

小型甕 外面ヘラケズリ

須恵器
-X-X(6.00) 台部径7.80 ロクロ成形

8 底部ー静止糸切り
長頸壺

高台部ーナデ

）ヽ

KB 8-

l 
1層暗褐色土

B一 6 8 7 2 至血B'2層暗黄褐色土
3層暗褐色土

5 1 4層褐色土
5層褐色土

゜I I I I I I 1:80 
図212 All4 
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6層褐色土
7層褐色土
8層褐色土

2m 

色調
胎土

焼成

暗褐～ 雲母多

明橙褐 白色
硬 石英

灰褐 白色多

～橙
雲母

砂粒

白色多

硬 雲母

石英

明灰 雲母

硬 白色

橙褐～ 雲母
赤褐

硬 白色

明橙褐
砂粒多

硬

灰 白色

硬 褐色

A114 

検出地区

出した。

（単位cm)

遺存 備考

略完形

1/3 

略完形

1/3 

口縁 墨書外体

部片 「口」

1/4 

底部

底部 静止ヘラ切り？

1/3 ヘラ書外底
胴部～ 「X」
底部 一部自然釉

K8-9-l・4gにて検

遺構 長軸2.91mX短軸

2.79mX壁高0.36m、主軸方位はN-

42°-Eを示す。平面形は隅丸方形に

近い。床は寵前から出入口に、硬

化面を残している。壁際は軟弱で

はないが、やや柔らかい床である。

柱穴は検出できず、新寵KAの出入

口ピットも検出できなかった。旧

寵KBに対する、出入口施設のピッ

トはp2である。 KBを壊してKA

を再構築しており、火床は赤化し

ていなかった。また、袖の内壁も少

量の焼土が見える程度あった。 KB

の煙道の壁への掘り込みは浅く、

粘土も少し遺存する程度に壊され



更 □□口三□~, --fi- -- り烈
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゜
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゜
5cm 

1:2 

ていた。 KBの寵ピットを掘り込んでKAの袖下

まで全周する周溝は、 KA構築時に掘り込まれ

たものと捉えられた。また、住居廃絶時に本住

居跡の寵を壊したように、床面にへばりつく粘

土ブロックが検出された。覆士は、全て人為堆

積であり、焼土層は見られず、一気に埋戻した

状態であった。

床面から 2の破片が多く出土し

1:4 

図213 All4 (2) 

ているが、遺物出土は中層～上層にかけてが主

休であり、小破片が多かった。 2は本住居跡に

伴うかは、接合片が覆土中層からも出士してお

り判断に迷うものであるが、伴わないとしても

住居廃絶から時間的な経過はないと考えられ

た。 3はKA・KBや住居跡中央から出士する

が、床面から高く人為的投入層とともに廃棄さ

れたと考えられるものであった。なお、 KAの調

査において、寵ピット底面から銅製の巡方が出士

している。

所見 本住居跡は、住居廃絶時に一気に暗褐色土を投入して埋戻した竪穴住居跡である。この

時、 KAも壊しており、床面に散在する粘士ブロックはこの時のものと捉えた。しかし、床面にこびりつ

くような状態になるには、土砂の投入だけとは考えられず、投入士砂の踏み固めが行われたことも想定

できるものであった。また、掲載した遺物のうち、土器の接合片の分布が広がりすぎ、本住居に伴うと

いうより、投げ込んだような状態であることを付け加えておきたい。
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表41 A114遺物観察表 （単位cm)

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.4X7.70X4.20 ロクロ成形

赤色・ 墨書底部外面
1 
坑
外面全面手持ヘラケズリ 褐

白色少
完形

「固」
内面粗いヘラミガキ

20.7X -X(25.2) 輪積 外面 口縁～頸部ーヨコナデロ縁～口
唇ーハケでヨコナデ胴部ータタキ 頸部ー指押痕

2 
須恵器 内面 口縁～肩部ヨコナデ胴部ーヘラケズリ 指頭圧痕有 灰 砂粒多

2/3 
甕 口縁ー外反肩部一緩やか 硬 密
器面ータタキメ後粗くナデ このためタタキメが浅くなる

タタキメが一部消失している部分あり

須恵器
35.4X 16.0X 29.4 輪積 口縁部ーヨコナデ胴部ータタキ 下端ーへ

灰 砂粒多
3 
甑
ラケズリ 内面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ 指頭圧痕有

硬 密
1/2 

底部ー中央の円形の透し孔をはさんで対称に4個の木の葉形の透し孔

石器
2.10X2.20Xl.30 4.8g 

4 半欠。非常に薄手かつ小形 両面ともよく研磨され平滑である 片 母石凝灰岩
砥石
砥石？（二砥面）

5 
鉄器
(3.40) X 1.40 X 0.25 4.8g 片刀子

6 
銅製品
2.80 X 2.40 X 0.70 10.4g 完形 青銅帯金具

巡方

7 
石
2.30 X 1.90 X 1.40 4.8g 片

明瞭な加工は見

軽石 られず用途不明

A115 

J7-10-4g、J7-20-2g、K7-l-3g、K7-11-lgにわたって検出した。検出地区

遺構 長軸3.94mX短軸3.92mX壁高0.56m、主軸方位はN-1°-Eを示す。平面形は隅丸正方形と言

え、鼈を再構築した住居跡である。床は住居中央部がやや凹むが、全体的に平坦であり、寵前から出入

口部は良好な硬化面を残している。 KAは左袖のみ遺存している。奄前庭部は寵ピットを掘り込んだ後

に、貼床としている。火床は底面中央に確認されたが、小さな範囲であった。煙道部中位には、テラス

状の平坦面が残されていた。 KBも煙道部にテラス状に平坦部が一部造られていた。鼈ピットは検出でき

ず、床面との段差がほとんどない火床である。火床はKA構築の際にKBの寵ピットを掘り込み、周溝が

巡らされたため半分程度残るだけであった。袖等の粘土は確認できず、 KA構築の際に壊されたものであ

る。また、本来あった寵右袖下あたりで、固溝が二重となっている。固溝間には狭いが平坦面があり、

壁際の周溝がKBに伴うものであると捉えた。柱穴はKBではP3・14・10・6、 出入口施設のピットを

pg、 KAはPII・6・1・13、出入口施設のピットはP4と捉えたが、柱穴はいずれも引き抜かれた

ものである。周溝は寵の再構築の際に、 KBの左袖から一部掘り直され全周するものである。 KBにおい

ては寵袖下から、住居を全周していたと捉えられた。住居中央に、炉跡状の坑底の判然としない浅い凹

み状の火床が検出された。火床は赤化はしていない。覆土は、若干の自然堆積後、覆土上層までの暗褐

色土の人為的な投入であり、その後は、黒褐色土を主体とした自然堆積であった。

遺 物 出士遣物は多かったが、ほとんどが人為堆積層中であり、床面からの出土は少ない。墨

書士器が多く、「得」と記されたものが多い。また、「万」も出土している。

所 見 若干の自然堆積後、人為的な暗褐色土の投入によりある程度まで埋戻された竪穴住居で

あった。床面には炭化材が横たわるように出土していたが、細片ばかりであった。不用材の焼却を行っ

たものと捉えた。また、 KB右手の二重周溝は、 KA構築時に竪穴住居の一部の拡張を示していると捉えた。
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表42 A115遺物観察表 （単位cm)

NG 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
13.2X6.60X3.90 ロクロ成形

暗褐 雲苺
1 外体部下端ーヘラケズリ 白色 完形
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

硬 砂粒

土師器
11.9 X 6.20 X 4.00 ロクロ成形

暗赤褐 雲母多 スス付着
2 外体部下端ーヘラケズリ 略完形 灯明具ではない
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

硬 長石 と思われる

土師器
12.5 X 6.40 X 4.10 ロクロ成形 赤褐 雲母 墨書外体倒位

3 外体部下端ーヘラケズリ 橙褐～ 略完形 「得」
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 赤褐硬 白色 赤彩

上師器
13.0X7.00X4.30 ロクロ成形

明褐 墨書外体正位
4 
杯
外体部下端ーヘラケズリ

硬
雲母多 1/2 

「圃J
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ
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Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

須恵器
13.5 X7.30X4.10 ロクロ成形

黒褐 長石・ 2次火熱有り
5 
均
外体部下端ー静止ヘラケズリ

硬 白色多
1/2 
色調劣化する

底部ー全面静止ヘラケズリ

土師器
12.4X7.00X3.80 ロクロ成形 淡褐 雲母 墨書外体正位

6 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 体部ーヘラミガキ 内体部ー全体に密 黒褐 長石 2/3 

瑾り」
なヘラミガキ 底部一回転糸切り後回転ヘラケズリ 硬 白色

土師器
(12.4) X 6.60 X 3.60 ロクロ成形 暗褐～ 雲母 墨書外体倒位

7 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐

白色
1/2 

「腫」
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 暗褐硬

土師器
13.3X7.70X3.50 ロクロ成形 橙褐 雲母多

8 外体部下端一回転ヘラケズリ 暗褐～ 石英 1/2 
杯
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 橙褐硬 長石

土師器
(11.6)X5.90X3.80 ロクロ成形

橙褐 雲母， 外体部下端一回転ヘラケズリ 1/3 
杯
底部一回転ヘラケズリ

硬 白色

土師器
(14.5) X 7 .50 X 4.80 ロクロ成形

褐 線刻内底

10 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 粗いミガキ 内体部ー全体に密なヘラ

硬
白色 1/2 「X」

ミガキ 底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 粗いヘラミガキ 内黒

土師器
(15.0) X (8.30) X 5.00 ロクロ成形 黒色研磨

褐 雲母赤 墨書外体「圃」

11 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ ヘラミガキ 内体部ー全体にヘラミガ

普
色黒色 1/2 線刻内底「ヽ」

キ 内底部一線刻底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 白色 内黒

土師器
(12.4) X (7.00) X4.00 ロクロ成形

褐 雲母多 墨書外体倒位
12 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬 長石
1/2 

「圃」
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

土師器
(13.4) X (7.80) X 3.80 ロクロ成形 褐 白色 墨書外体正位

13 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐

黒色
1/3 

鳴」
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 硬

土師器
-X6.30X(2.40) ロクロ成形

褐 線刻内底
14 外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
底部

「井」杯
底部一回転糸切り

土師器
(12.8) X (7 .20) X 4.00 ロクロ成形

褐 雲母 墨書外体正位
15 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
白色 1/3 

「億万」
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 赤色

土師器
(12.0) X (6.00) X 4.00 ロクロ成形

雲母 墨書外体正位
16 
沐
外体部下端一回転ヘラケズリ 褐

白色
1/5 

「万」
底部一回転ヘラケズリ 底部欠損のため切り離し不明

土師器
-X(7.00)X(2.50) ロクロ成形

褐 雲母多 1/4 墨書外体
17 
杯
外体部下端ーヘラケズリ

硬 長石 底部 「口」
底部一回転ヘラケズリ 欠損のため切り離し不明

土師器
-x-xー ロクロ成形

口縁 墨書外体正位

18 
杯
外体部下半一回転ヘラミガキ 体部全体一粗いヘラミガキ

部片
「得」

内体部ー全体に密なヘラミガキ 内黒

土師器
(14.6) X (7.60) X4.70 ロクロ成形 橙褐 墨書外体

19 外体部下端一回転ヘラケズリ→粗いヘラミガキ 黒 雲母多 1/6 「口」
杯
内体部一密なヘラミガキ 硬 内黒

土師器 -x-x-
口縁片
墨書外体正位

20 
杯 ロクロ成形 「万」

土師器
-x-xー ロクロ成形 墨書外体横位

21 外体部下端一回転ヘラケズリ 粗いヘラミガキ 口縁片 「得」
杯
内体部ー密なヘラミガキ 内黒
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No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -x-x- 口縁～ 墨書外体横位
22 
杯 ロクロ成形

体部 「口脂薗」
片 内黒

土師器 -x-x-
口縁片
墨書外体正位

23 
杯 ロクロ成形 「因」

土師器 -x-xー ロクロ成形
底部片

線刻外底
24 
杯 底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 図」

25 
土師器 -x-xー ロクロ成形

口縁片
墨書外体

皿 Na27と同一個体の可能性有（墨書類似） 「口」

土師器 -x-x- 墨書外体横位
26 口縁片

鳴」杯 ロクロ成形

土師器 -x-xー ロクロ成形
口縁片

墨書外体
27 
皿 No25と同一個体の可能性有 「口」

土師器 -x-x- 墨書外体正位
28 口縁片
杯 ロクロ成形 「得」

土師器
12.4X5.60X 11.5 

暗橙褐
29 外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ーヨコヘラケズリ 砂粒 略完形
小型甕

内面 ヨコナデ底部一木葉痕
普

土師器
15.6X -X(l5.8) 

暗橙褐 雲母 口縁～
30 
小型甕

外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部上半ーヘラケズリ後ヘラナデ
普 砂粒 胴部

下半ーヨコヘラケズリ 内面 ヨコナデ

31 
石器 (6.lO)X (2.90)X 2.90 

片
砥石
3方向使用

石器
3.10X2.50X厚さ1.40

一部のみ残存
32 2.8g 
軽石 用途不明

土製品
長径6.30X短径5.70X孔径1.0 28.5g 

暗褐 雲母・ 須恵器甕体部片
33 外面 平行タタキ後ヘラケズリ 長石多 完形
紡錘車
内面ナデ

硬 石英 転用

土製品 上部径8.00X (5.50) 褐
砂粒 1/3 34 

支脚 最大長(11.5) 450g 硬

35 
鉄器

鎌？
(7.30)X2.10X厚み0.30 15.2g 片

36 
鉄器
(3.20)X0.80X厚み0.30 4.4g 片

刀子

鉄器

37 刀子？ (5.50)X0.50X厚み0.30 4.4g 片
釘？

須恵器
11.0X(6.40)X4.30 ロクロ成形

灰 内面全面
38 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 内面口唇部一のぞき 全面付着物有り

硬
雲母 1/3 

スス付着
底部一回転ヘラケズリ

土師器
(12.8) X (6.20) X 4.00 ロクロ成形

雲母多 墨誉外体倒位
39 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬

長石少
1/2 

「得」
底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明
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乱

にわたって検出した。

遺構 長軸3.92mX短軸3.85mX壁

高0.57m、主軸方位はN-70°-Wを示す。平

面形は隅丸方形である。床は全体的にハー

ドロームの土床で、壁際にソフトロームと

の混合した床が見られる。鼈前から出入口

にかけて良好な硬化面を残している。柱穴

P 1・5・6と考えられるが、明瞭にはで

きなかった。 P2・7は主柱穴とも考えら

れたが、周溝は寵袖下まで全周する。寵は

寵ピットに小範囲の火床が検出された。煙

道は急に立ち上がっている。薄くにじむよ

うな焼土が、床面か床面からやや高い位置

で検出し、また、併せて細い炭化材が床面

に横たわる状態で出土している。また、壁

際では壁に立てかかるように認められた。

覆土は褐色土の人為的な投入によって埋戻

されていた。その後、再度、掘り込まれ、

貝ブロックの投入が行われていた。

遺 物 覆土中層～上層の出土が多

く、本住居跡に伴う遺物は少なかった。 2

は人名と紀年銘の墨書土器である。「物部

真依口」「延暦十年十一月口」と部姓十名

前、紀年銘を記したものであり、「延命長

寿祈願」の土器と捉えられた。出土は鼈右

側であり、床より高く、本住居跡には直接

伴わないものと考えている。

貝は、灌水性のハマグリを主体として、

廃棄されたものである。いずれも浅海砂泥

底に生息するものであった。

所 見 住居廃絶後に、不用材の焼却と消火、そして埋戻しによって平坦な面を造ろうとしてい

るかのように、人為的な埋戻しが行われた竪穴住居である。また、「延命長寿」祈願の墨書土器が出土し

ているが、部姓が「物部」と記された点で、八千代市域出土のこの種の土器と異なっていた。市内では

この種の土器にはいずれも「丈部」と記されており、初めての部姓が記された土器である。

一方、この土師器杯の器形はやや古いタイプとして扱われており、延暦10年（西暦791年）までこの

器形が下るのか疑問が残るものである。ここでは 8世紀末にはこの器形の製作量は少なくなりながらも、

なお、残ってきたものとして捉えることとした。
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1層黒色土
2層黒褐色土
3層暗褐色土
4層暗褐色土
5層暗褐色土
6層暗灰褐色土
7層褐色土
8層暗黄褐色土

A116 

検出地区 K7-31-2・4g、K7-32-1・3g

゜
2m 

1:80 

図216 A116 
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表43 A116遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎上 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
(14.0) X (6.00) X 2.00 ロクロ成形 褐～

1 外体部下端一回転ヘラケズリ 内面ー密なヘラミガキ 暗褐 雲母 1/5 
皿
底部一回転ヘラケズリ

硬

土師器
10.0 X 6.70 X 3.90 ロクロ成形

2 外体部下端ー一部ヘラケズリ 褐 赤色希 略完形
杯
墨書 外体横位 「物部真依」 「延暦十年十一月七」

士師器 11.9 X 6.80 X 3.90 ロクロ成形
黒褐～ 雲母

3 
杯 底部一回転糸切り

暗褐 石英 略完形

硬 長石多

士師器
12.6 X 7.80 X 3.90 ロクロ成形 雲母

4 外体部下端一回転ヘラケズリ 硬 石英 1/2 赤彩
杯
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ

長石

土師器
(15.6)X7.20X4.00 ロクロ成形 橙褐 雲母

5 外体部下端一回転ヘラケズリ ～褐 1/2 
杯
底部ー全面回転ヘラケズリ 硬

長石

士師器
(14.4) X 6.40 X 4.70 ロクロ成形 暗褐～ 雲楊

6 
杯
外体部下端ーヘラケズリ 内面ー密なヘラミガキ 橙褐

長石
1/2 

底部一回転ヘラ切り→回転ヘラケズリ
硬

土師器
15.2X7.30X4.10 ロクロ成形 暗褐～ 雲母多

7 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐

白色
1/2 

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ
明褐硬

上師器
-x-xー ロクロ成形

線刻外底
8 内底一粗いヘラミガキ 底部片
杯
底部一回転糸切り→静止ヘラケズリ

「在」

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体， 外体部下端一回転ヘラケズリ 口縁片
杯
底部一回転ヘラケズリ

「口」

土師器
-x-xー ロクロ成形

墨書外体
10 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 粗いヘラミガキ 体部片

内黒
内面一粗いヘラミガキ

土師器
-X7.00X(3.30) ロクロ成形 黒色研磨

褐 雲母赤 墨書外体

11 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬
色黒色 屑薗」

内体部一粗いヘラミガキ（光沢はない）
白色 内黒

須恵器
12.5 X 7.40 X 3.50 ロクロ成形

灰
12 
坪
外体部下端ーヘラケズリ 長石 略完形

底部一回転ヘラ切り→回転ヘラケズリ
硬

須恵器
13.4X7.20X4.30 ロクロ成形

灰 長石多
13 
杯
外体部ーヘラケズリ

硬 砂粒
略完形

底部一回転ヘラ切り→静止ヘラケズリ

須恵器
14.1 X7.20X4.50 ロクロ成形

灰 長石多

14 
杯
外体部下端ーヘラケズリ

硬
雲母石 略完形

底部ー全面静止ヘラケズリ
英砂粒

上師器
20.6X9.80X7.30 ロクロ成形 黒色研磨

暗淡褐 雲母 墨書外体正位

15 
鉢？
外体部下端一回転ヘラケズリ 粗いヘラミガキ 内体部一密なヘラミ

硬 白色
略完形 「得J

ガキ 底部一回転ヘラケズリ
内黒

須恵器
-X17.4X(10.0) 輪積

灰 雲母・ 底部～
16 
甕
外面 タタキ→下端ヨコヘラケズリ

硬 石英多 胴部
内而 ヨコヘラケズリ 指頭痕有り

須恵器
-X -X(22.4) 最大径(28.0) 輪積

灰 1/4 

17 
甕
外面頸綿ーヨコナデ胴部ータタキ

普
小石多 口縁～

内面頸部ーヨコナデ胴部ーヨコヘラケズリ 輪積痕有り
胴部
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No. 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎上 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

須恵器
-X -X(19.5) 最大径28.0 輪積

灰 1/4 
18 
甕
外面 タタキ 胴中央部にヨコナデ有り

軟
小石多

胴部
内面 ヨコヘラケズリ 指頭痕有り 輪積痕有り

須恵器
-X -X(20.l) 最大径推定26.6 輪積

1/2 
19 
甑
外面 タタキ→下端ヨコヘラケズリ 普 砂粒多

胴部
内面ヘラケズリ 指頭痕有り

鉄器
(2.80) X (1.30) X厚みー 7.2g 

20 
鉄鏃
(4.40)X0.50X厚み0.45 略完形

-X0.30X厚み0.30

ヽ

B-

<( 

-B'  

-V

轟

|
v
 

二 1

~d. 
~ 

B― 252m ―B' 
1 

6 5 

I , 7 , 

l層暗褐色土
2層暗褐色土
3層黒褐色土
4層暗褐色土

゜

5層暗黄褐色土
6層暗褐色土
7層 暗赤褐色土
8層 暗黄褐色土

2m 

1:80 

図218 A117 

A117 

検出地区 K7-13-2・4gにて検出された。

遣 構 長軸3.00mX短軸2.98mX壁高0.62m、主軸方位はN-

13°-Wを示す。平面形は隅丸方形である。床はハードロームの地床

で、癒から出入口にかけて硬化面を残している。柱穴は検出されず、

出入ロピットはP2・4の差し替えである。周溝は寵袖下まで巡り、

全局する。寵の火床範囲は狭いが、袖の内壁は赤化し、使用期間の

長さが窺えた。覆土は、暗褐色土の人為投入後、黒褐色土・暗褐色

士の自然堆積である。

遺 物 住居跡としては少なく、埋戻しと共に廃棄されたよ

うな出土が多かった。

所 見 人為的な投人士内で火の使用が認められ、暗褐色土

と混合した焼土層が検出されている。カヤの炭化物も認められた。
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表44 Al17遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.5 X7.00X4.00 ロクロ成形 暗褐～

1 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐 雲母多 略完形

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬

土師器 13.0X(7.40)X4.00 ロクロ成形 赤褐硬 雲母多

2 
杯 底部一回転ヘラケズリ

暗褐～ 石英 1/2 
暗赤褐 長石

士師器
(12.8)X6.80X4.10 ロクロ成形 橙褐

3 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 暗褐 褐色 1/3 

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬

土師器 15.4X7.40X4.60 ロクロ成形 黒色研磨 長石

4 （大型） 外体部下端一回転ヘラケズリ 内体部ー密なヘラミガキ 赤褐 雲母 1/2 内黒

杯 底部一回転ヘラケズリ調整 黒色

土師器
-X7.40X(13.2) 輪積

胴部～ 外面一部スス
5 
小型甕

外面 ヘラナデ→下端ヨコヘラケズリ 暗褐 小石多
底部 付着

内而輪積痕有り 木葉痕

土製品 外面タタキ 灰 雲母・ 須恵器甕胴部片

6 
転用硯 内面ナデ墨痕有り 軟 石英希

胴部片 転用

断面にも墨痕有
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図220 A118 (2) 1:4 

A118 

検出地区 K7-13-4g、K7-14-3g、K7-23-2g、K7-24-lgにわたって検出した。

遺 構 長軸3.51mX短軸3.32mX壁高0.56m、主軸方位はN-6°-Wを示す。平面形は隅丸方形であ

る。中央部分がいくぶん凹む感じを与える床で、硬化面を残す床と軟弱な床がはっきりと分かれる住居

跡である。主柱穴は検出されず、 p1は規模は小さいがかろうじて柱穴と判断されるものである。 P3

は出入口施設のピットであった。 P4は寵右袖下から壁を掘り込んだものであるが、貯蔵穴とは判断で

きなかった。周溝は寵左袖下からほぽ一周するが、寵右側はP4のため途切れるものである。寵のピッ

トの底面は凹凸が激しく、火床は左袖下に検出された。寵前庭部は寵ピットを埋めた貼床であった。袖

は壁際から焚口にむかって次第に傾斜をもって下る状態であった。また、寵周辺部から住居跡中央にか

けて、住居跡中央の床面から、かなり強い火熱を被ったことが窺える赤化した床面が捉えられた。赤化

部分では意識的に凹みを認めることはできるが、底面は捉えきれないほど不明瞭であった。覆土は埋戻

しによる人為堆積後、暗褐色土を主体とした自然堆積である。

遺 物 竪穴住居跡としては遺物の出土は少なく、住居跡中央付近の覆土中層～上層にかけてや

やまとまって出土しているが、覆土下層及び床面からの出土は少なかった。

所 見 寵周辺から住居跡中央にかけての粘土の分布は、白色粘土粒子と暗褐色土が均ーに混合

したものであり、寵天井部の自然崩壊と捉えられるものであった。また、本住居跡も人為的に土砂を投

入して埋戻したものであった。
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表45 Al18遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.6 X 6.60 X 3.60 ロクロ成形 橙褐～

1 外体部下端一回転ヘラケズリ 橙暗褐 雲母多 略完形
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ ～橙硬

士師器
12.0X6.70X3.60 ロクロ成形 黒褐 雲母

2 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 暗褐

長石
完形

底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 硬

士師器
15.0X7.50X4.90 ロクロ成形

黒褐 雲母・
3 外体下半一回転ヘラケズリ後体部全体に粗いヘラミガキ 完形
杯
内体部一密なヘラミガキ 底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

硬 白色少

士師器
12.3X6.00X3.70 ロクロ成形 橙褐 線刻底部外面

4 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 暗褐 雲母 略完形

「LJ
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬

土師器
12.7X6.00X4.00 ロクロ成形 黒褐 雲母多

5 外体部下端一回転ヘラケズリ ～褐 略完形
杯
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 褐硬 長石

上師器
12.4X6.60X4.10 ロクロ成形

暗褐 雲母 墨書外体正位
6 
杯
外体下半一回転ヘラケズリ

硬 白色多
1/2 

団」
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ

土師器
12.8X6.60X3.80 ロクロ成形 赤褐 雲母多

7 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 暗褐～

長石少
1/2 

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 赤褐硬

士師器
15.7X8.10X4.50 ロクロ成形 淡褐 雲母 線刻外体正位

8 
杯
底部一回転ヘラ切り→回転ヘラケズリ 黒 赤色 1/2 

「得」
半分内黒、外体赤彩 （約 1/2火熱のため内黒が失われる） 普 白色

土師器
(15.8)X7.80X4.60 ロクロ成形 黒色研磨

褐 墨書外体正位， 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ ヘラミガキ 内体部一密なヘラミガキ

普
赤色 1/2 

「得」
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ

土師器
-X (8.80) X (3.00) ロクロ成形 暗橙褐 1/3 墨書外体正位

10 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 粗いヘラミガキ 内体部ー密なヘラミ 黒 雲母多

底部
「得」

ガキ 底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬 内黒

士師器 -x-x- ロクロ成形 墨書外体正位
11 口縁片
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ 「得」

土師器 -x-xー ロクロ成形
明橙褐 体邪片

墨書外体正位
12 

外体部下端一回転ヘラケズリ 「加」杯

土師器
20.0X~X(l8.5) 最大径22.4

13 外面 口縁～頸部ーヨコナデ胴部ータテヘラケズリ→タテヘラミガ 明橙褐 砂粒多 1/4 「く」の字状
甕
キ 内面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ

上師器
-X8.00X(18.4) 暗褐～ 雲母石 胴部～

14 
甕
外面縦位ヘラナデ 黒褐 英長石

底部
内面ヘラナデ底部ー木葉痕 赤褐硬 白色多

土製品
(5.30) X (4.60) X高さ(10.9)

褐
砂粒 1/2 15 

支脚
4.45g 

軟

16 
鉄器

刀子
(2.70) X 1.60 X厚み0.20 2.5g 片
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A119 

検出地区

<C 

土
土
土

色
色
色
土
土

褐
褐
褐
色
色

暗

暗

暗

褐

褐

〇

層
層
層
層
層

1

2

3

4

5

 

6層褐色土
7層暗褐色土
8層暗褐色土
9層 暗黄褐色土

2m 

K7-25-2・4g、K7-26-l・3gにわたっ ~
 
｀
 

言
V
L
 

~ 

て検出した。

遺 構 長軸3.31mX短軸3.24mX壁高0.47m、

主軸方位はN-6°-Wを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床はハードロームを掘り込んだ地床で全体的に

硬く、特に住居跡中央部に硬化面を残している。周

溝は寵袖下から巡り、全周する。柱穴は、規模が小

さいがピットの配置から P1・3・4であり、 P2

は出入口施設に伴うピットと捉えた。寵は寵ピット

を検出することはできず、火床へと床面の差のない

ものとなっているが、火床下に掘り込みが認められ

た。火床は火熱をかなり被ったと思われ、強く赤化

している。覆土は、暗褐色土を主体とした自然堆積

であった。

遺 物 遺物の出土はやや多いが、全体的に

は散在して出土していた。寵火床から口縁部が欠損

した小型甕が伏せた状態で出土し、甕の中には焼土

と灰が混じった土が詰まっていた。また、底部には

高さ調節のためか土器片が4枚重ねてあった。寵の支脚として使用したと考えられた。

所 見 自然堆積によって埋没した竪穴住居跡であるが、遺物の出土は覆土中層～上層に多く、

こ

゜
10cm 

1:4 

接合遺物の接合範囲が広く散在したものであった。
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表46 A119遺物観察表 （単位cm)

No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎士 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.4 X 6.40 X 4.10 ロクロ成形

明褐 雲母多 墨書外体正位
1 外体部下部一回転ヘラケズリ 褐 完形
均
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬 白色 「得」

土師器
(12.4) X 7.40X 3.80 ロクロ成形

暗褐～ 線刻

2 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ 橙褐 赤色 略完形 底部外面「X」

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 暗褐硬 底部内面「＋」

土師器
(11.5)X7.10X3.60 ロクロ成形

褐 線刻

3 外体下半一回転ヘラケズリ 橙褐 雲母多 略完形 底部外面「X」
杯
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬 底部内面「※」

土師器
(12.5) X 6.80 X 3.80 ロクロ成形

暗褐～ 雲母
4 
杯
外体下半一回転ヘラケズリ 石英 略完形

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ
橙褐 長石

土師器
(12.2) X 6.70 X 3.30 ロクロ成形

褐 雲母多
5 
杯
外体下半一回転ヘラケズリ

長石
1/2 墨書外体正位

底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ
硬

土師器
(12.6) X 6.40 X 3.80 ロクロ成形

褐 墨書外体
6 
杯
外体下半一回転ヘラケズリ 暗褐 雲母 1/3 

「口」
底部一回転糸切り→回転ヘラケズリ 硬
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No 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器 -x-x- ロクロ成形 橙褐 墨書外体正位
7 
杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

暗褐 雲母 口縁片
「万」硬

土師器 -x-x- ロクロ成形
口縁片

墨書外体
8 

「得」杯 外体部下端一回転ヘラケズリ

土師器 -x-x- ロクロ成形
口縁片
墨書外体正位， 

杯 外体下半一回転ヘラケズリ 「竹」

土師器 -x-x-
口縁片
墨書外体横位

10 
杯 ロクロ成形 「得」

(11.9) X (6.60) X 3.50 ロクロ成形 暗灰 雲母
11 須恵器

底部一回転糸切り 未調整 硬
長石 略完形

砂粒多

土師器 -X6.0X(6.60) 明橙褐 胴部～
12 
小型甕

外面 ヨコヘラケズリ後ナデ
普
砂粒多

底部
支脚として使用

内面 ヨコヘラケズリ後ナデ

土師器 19.6X -X(28.5) 外面 口縁部ーヨコナデ頸部ーヘラケズリ後ナ 暗褐 口縁部
13 デ胴部ーヨコヘラケズリ後タテヘラミガキ 内面 口縁部ーヨコナ 小石多 内面スス付着
甕 デ頸部ーヨコヘラケズリ 胴部ーヘラケズリ後ナデ 普 ～胴部

土師器
18.2X~X(l4.4) 

明橙褐 口縁部 外面少量スス
14 
甕
外面 口縁部～頸部ーヨコナデ胴部ータテヘラケズリ後ナデ

普
砂粒多

～胴部 付着内面 口縁部ーヨコナデ胴部ーヘラケズリ後ナデ

土師器 -X8.80X(2.50) 赤褐 1/4 
15 
甕
外面 ヨコヘラケズリ

普
砂粒多

底部内面 ヨコヘラケズリ

土師器
-X(7.60)X(ll,5) 

暗橙褐 1/4 
16 
甕
外面 ヨコヘラケズリ

普
砂粒多 胴～

内面 ヨコヘラケズリ 底部

土師器
-X 16.6X(l6.9) 暗褐 胴～

17 
甕
外面胴部ータタキ 胴下端ーヨコヘラケズリ

硬
砂粒多

底部内面 ヨコヘラケズリ 輪積痕・指頭痕有り

18 
石器

軽石
4.80 X 3.20 X 2.00 7.8g 略完形 一部欠損

鉄器
19 紡錘車 (15.7)X0.30-0.50X厚み0.25-0.40 19.6g 軸部

軸

20 
鉄器
20.1 X2.00-3.90X0.25-0.40 104.7g 完形

鎌

土師器 12.2X7.20X3.90 ロクロ成形 赤褐 長石
21 
杯
外体部下端一回転ヘラケズリ

硬 雲母
略完形

底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ
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検出地区 K-27-1・2・3・4gにて検出し

1層黒褐色土
2層黒褐色土
3層暗褐色土
4層暗黄褐色土

O 2m 
I I I I I I 
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~ 
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I
 

た。

遺 構 長軸3.98mX短軸3.74mX壁高

0.48m、主軸方位はN-22°-Wを示す。平面形は

隅丸方形である。床は寵前から出入口にかけて

はハードロームの地床で、壁際になるとソフト

ロームも混じった浅い貼床であった。全体的に

よく踏み固められ、軟弱な床ではなかった。柱

穴はPl・2・5・7と考えられ、 P3・6は支柱穴と捉えた。出入口施設に伴うピットはP4である

が、底面が2カ所あることから、ピット内で再設置したものと捉えた。周溝は寵袖下から巡り、全周す

る。寵の袖は暗褐色土が多くなる袖であり、寵周辺は貼床となっていた。覆土は、住居廃絶後に、ほぼ

一気に暗褐色土をもって人為的に埋戻したものであった。

遺 物 出土遺物は多くなく、散在しているという感じであった。床面では小破片が出土する程

度であった。

所 見 本竪穴住居跡も一気に人為的に埋戻されたものであり、床面の遺物も埋戻しに伴うのか、

本住居跡に伴うのか判然としないところがあった。柱穴は平面規模から主柱穴4本と支柱穴2本に分け

て捉えたが、本来は6本柱穴であったかも知れない。

い
゜

10cm 

1:4 
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表47 A120遺物観察表

Na 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

土師器
12.4X7.20X3.90 ロクロ成形

橙
1 外体部下端一回転ヘラケズリ 雲母 完形
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

硬

土師器
11.0X6.00X3.80 ロクロ成形 橙褐

2 外体部下端一回転ヘラケズリ 橙 雲母 略完形
杯
底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 硬

土師器 12.5 X 6.00 X 3.20 ロクロ成形 橙褐～ ヘラ書外底
3 
杯 底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ

赤褐 雲母多 略完形
「-」橙褐硬

土師器 12.0X7.70X3.60 ロクロ成形 暗褐 長石
4 
杯 斑状の剥離多い灯明皿 普

赤色 2/3 外内共スス痕
白色

須恵器
12.6X7.80X3.70 ロクロ成形

黒灰褐 白色多
5 
杯
外体部下端ー静止ヘラケズリ

硬 砂粒
略完形

底部ー静止ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明

土師器
(17.6) X 8.00 X 5.50 ロクロ成形 外体部下端一囮転ヘラケズリ

淡褐 雲母 2次火熱のため
6 ヘラミガキ 内体部一粗いヘラミガキ 底部一回転ヘラ切り、静止へ 3/5 内黒焼失
坪
ラケズリ 外体粗なミガキが甘いためスス痕残る

普 白色 内黒

須恵器
(13.6) X 6.80 X 4.50 ロクロ成形 雲母・

7 外体部下端一回転ヘラケズリ 硬 長石多 1/2 
杯
底部一回転ヘラ切り、静止ヘラケズリ 石英白

土師器
-X 8.50 X (6.50) 黒～

8 外面 胴部一縦位ヘラケズリ後下端横位ヘラケズリ 赤褐 白色多 底部
甕
内面ヘラナデ底部一静止ヘラケズリ 硬

-x-x-， 士師器 外面ナデ 胴部片
墨書外面

甕
内面ナデ

「口」

（単位cm)

~ V

|

|

 

-V

訃

―B' 

▽三~2

~ 

ニニ~
I 

I 
<(" 

1層暗褐色土
2層暗褐色土
3層暗褐色土
4層暗褐色土
5層黒色土
6層暗褐色土

゜
2m 

゜
10cm 

1 80 1:4 
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A121 

検出地区

遺構

~~-0 

凸
゜

I 
10 d12  ゜

10cm 

1 4 

図225 A121 (2) 

L7-21-1・3gにて検出した。

長軸3.20mX短軸3.0lmX壁高0.58m、主軸方位はN-31°-Wを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床は多少の凸凹がみられたが全体としては平坦である。南東コーナー付近はハードロームの地床で、

他は貼床と捉えられた。周溝は鼈袖下からそれぞれ南西壁・北東壁の中央まで掘り込まれ半周するのみ

で、柱穴及び出入口施設のピットは確認できなかった。寵は右袖の下部にロームを主体とする袖の基礎

が認められ、その上に白色粘士を主体とした袖が築かれていた。火床ば煙道立ち上がり付近にあり、煙

道部上部にはテラス状に平坦面が残っていた。覆士下層は黒色土の人為的な投入が行われ、その後、暗

褐色土が自然堆積したものである。

遺 物 竪穴住居跡としては極めて少なく、破片数は100点を切るものである。

所見 本住居跡も住居廃絶後、埋戻しによる人為堆積であった。しかし完全には埋戻さず、凹

地として残したように捉えられた。なお、 2の寵内出土遺物以外は埋戻しのため、床面及び直上層にあ

っても本住居跡に伴うものか判然としなかった。

表48 A121遺物観察表 （単位cm)

Nn 
種別 法量 口径x底径x器高 色調

胎土 遺存 備考
器形 成形・調整等の特徴 焼成

須恵器 -X -X(2.30) 台部径(8.20) ロクロ成形 雲母多 ヘラ書底部外面
1 高台付 底部一回転ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明 硬 底部

杯 高台部ーナデ
白色 「X」

土師器 11.4 X 8.00 X 3.80 ロクロ成形 明褐 雲母
略完形2 

杯 底部一回転糸切り、回転ヘラケズリ 硬 白色

士師器 12.0X8.40X3.70 ロクロ成形 暗橙褐 雲母 墨書外体横位
3 
杯 内体部一剥離している部分多い

橙褐
白色
4/5 

「新」硬
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No 
種別
器形

4 
須恵器

杯

須恵器
5 
杯

須恵器
6 
杯

士師器
7 
甕

土師器
8 
甕

， 鉄器
斧

10 
鉄器

釘

11 
須恵器

甕

鉄器
12 
不明

A122 

検出地区

遺構

法量 口径x底径x器高 色調
胎土 遺存 備考

成形・調整等の特徴 焼成

11.6X7.10X3.50 ロクロ成形 灰
長石 略完形

底部一回転糸切り 未調整 硬

12.6 X 6.70 X 4.80 ロクロ成形 雲母多
外体部下端ー静止ヘラケズリ 硬 石英 略完形

底部ー静止ヘラケズリ 全面ヘラケズリのため切り離し不明 長石

(13.6) X (8.00) X 4.00 ロクロ成形 長石多
外体部下端一回転ヘラケズリ 硬 雲母 2/5 

底部ー静止ヘラ切り、静止ヘラケズリ 石英

-X8.20X(8.30) 
暗赤褐 石英・ 胴～

外面 ヨコヘラケズリ後タテヘラミガキ 外面スス付着

内面ヘラナデ底部一木葉痕
軟 長石多 底部

-X8.80X(24.4) 黒斑有
暗赤褐 胴～

外面 ヨコヘラケズリ後タテヘラミガキ 砂粒多

内面 ヨコヘラケズリ後ナデ底部一木葉痕
普 底部

7.00X3.90X厚み2.00 87.lg 略完形

(3.40)X0.45X厚み0.45 2.lg 
略完形

0.30X厚み0.30

-X 19.0X(29.6) 
灰 略完形

外面頸部ーヨコナデ胴部ータタキ 胴下端ーヨコヘラケズリ
軟
砂粒多 口縁部

内面 ヨコナデ 欠損

(2.00) X 2.60 X厚み0.60 8.3g 不明

K7-30-2g、L7-11-3g、L7-21-lgにて検出した。

長軸3.30mX短軸2.99mX壁高0.52m、主軸方位はN-47°-Eを示す。平面形は隅丸方形であ

る。床は寵から出入口にかけて帯状にハードロームの地床であり、壁際はハードロームとソフトローム

が混合した貼床状のものであった。柱穴は寵右の壁際にP4が、南西壁際にP1・3の3本が検出された

が、住居全体から見ると寵が北東コーナーに寄っているため、柱穴も南東壁側に寄ったものと捉えられ

た。出入口施設のピットはP2である。柱はいずれも引き抜かれていた。寵前に設けられたp5は柱穴

とも考えられたが、焚口に近すぎ、柱穴とは捉えなかった。周溝は全周せず、各壁で断続的になってい

る。寵は北西壁に築かれているが、南東壁に極めて近くなっており、北東コーナーに床としての余裕が

ない造りとなった住居である。竃ピットはやや大きく掘り込まれ、寵前庭部は貼床となっている。火床

は不明瞭であったが、袖の内壁の赤化は強く、使用期間の長さが窺えた。覆土は一気に黒色土のみの埋

戻しが行われており、包含物等でも分層することができなかった。また、床面や覆土中に焼土や炭化粒

は認められず、不用材の焼却も行われていないことが捉えられた。

遺 物 遺物は140点弱と少ないが大半が床面からの出土であり、また、出土範囲は床面の2カ所

に集中する傾向がみられた。図示した 1~4の接合破片の多くは床面から出土しているが、撒いたよう

に出土しており、いずれも投入土とともに本住居跡内に廃棄されたものと捉えた。なお、甕の大型の破

片が多く、所謂、常総式の甕形土器の接合片が多く出土している。
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